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国民健康保険財政の状況
納めましょう! 医療費を支える保険税

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
必
要
な
医
療
を
提
供

し
、
健
康
で
安
心
で
き
る
生
活
を

送
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
年
度
に
入
り
受
診

件
数
が
増
加
し
、
入
院
医
療
費
も

急
激
に
上
昇
し
て
お
り
、
国
保
財

政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税

を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
加

す
れ
ば
、
平
成
19
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
は
赤
字
と
な
り
保

険
税
の
税
率
を
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

■
見
込
み
を
上
回
る
保
険
給
付
費

　
平
成
18
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
を
改
正
（
均
一
課
税
）
し

た
こ
と
で
約
４
千
万
円
の
収
入
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
保
険
給
付
費
は
約
１
億

円
減
少
し
た
こ
と
で
平
成
18
年
度

の
決
算
は
３
千
４
百
万
円
の
黒
字

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
し
か
し
、
平
成
19
年
度
に
入
り

一
般
被
保
険
者
分
（
０
歳
か
ら
74

歳
）
の
４
月
分
、
５
月
分
の
医
療

費
が
約
12
％
上
昇
し
、
金
額
に
す

る
と
一
月
あ
た
り
約
２
千
万
円
の

増
加
と
な
り
、
国
保
財
政
を
大
き

く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

■
保
険
税
徴
収
率
の
低
下

　
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
税

一
人
当
た
り
の
額
（
５
６
、８
１
２

円
）
は
、
県
下
14
市
の
う
ち
下
位

か
ら
３
番
目
と
低
い
位
置
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
徴
収
率
（
一
般
被

保
険
者
医
療
分
92
・
８
％
）
は
年
々

下
が
っ
て
い
ま
す
。
保
険
税
は
皆

さ
ん
の
医
療
費
を
支
え
る
貴
重
な

財
源
で
す
。

　
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
医
療
費
を
分
析
し
て
み
る
と

　
疾
病
別
医
療
費
を
平
成
19
年
５

月
分
で
分
析
し
て
み
る
と
、
高
血

圧
性
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
統
合

失
調
症
・
分
裂
病
型
障
害
お
よ
び

妄
想
性
障
害
、
悪
性
新
生
物
（
が

ん
）、
腎
不
全
、
心
疾
患
と
い
っ

た
生
活
習
慣
病
や
そ
れ
に
起
因
す

る
と
思
わ
れ
る
疾
病
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　
疾
病
ご
と
に
年
齢
別
医
療
費
を

み
て
い
く
と
、
医
療
費
の
総
額
が

最
も
高
い
高
血
圧
性
疾
患
の
医
療

費
は
、
医
療
費
総
額
の
約
11
・
６

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
50
歳
代
後

半
か
ら
外
来
受
診
が
急
増
し
、
70

歳
以
上
の
外
来
受
診
が
医
療
費
の

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
脳
血
管
疾
患
の
医
療
費
は
、
70

歳
代
か
ら
急
激
に
高
く
な
っ
て
お

り
、
70
歳
以
上
の
医
療
費
は
全
体

の
約
82
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
統
合
失
調
症
・
分
裂
病
型
障
害

お
よ
び
妄
想
性
障
害
の
医
療
費
は

50
歳
代
後
半
か
ら
高
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
入
院
費
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
の
医
療

費
は
、
60
歳
代
か
ら
高
く
な
り
は

じ
め
、
70
歳
代
で
は
入
院
・
外
来

と
も
に
医
療
費
が
急
激
に
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
腎
不
全
の
医
療
費
は
、
50
歳
代

後
半
か
ら
外
来
受
診
や
医
療
費
が

急
増
し
て
お
り
、
70
歳
以
上
が
全

体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
心
疾
患
の
医
療
費
は
、
50
歳
代

前
半
か
ら
高
く
な
り
、
年
齢
が
高

く
な
る
の
と
比
例
し
て
入
院
や
外

来
の
受
診
件
数
、
医
療
費
と
も
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
骨
折
の
医
療
費
は
、
50
歳
代
後

半
か
ら
急
に
高
く
な
っ
て
お
り
、そ

の
ほ
と
ん
ど
が
入
院
費
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
糖
尿
病
の
医
療
費
は
、
50
歳
代

後
半
か
ら
外
来
受
診
が
多
く
な

り
、
60
歳
代
前
半
か
ら
入
院
・
外

来
と
も
に
医
療
費
が
急
激
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

■
急
増
す
る
薬
代

　
医
療
費
の
12
・
４
％

順位 病　　　　　　　名 金額（円） 対前年比
１ 高血圧性疾患 62,346,860 107％
2 脳血管疾患（脳梗塞・脳内出血等） 42,669,600 91％
3 統合失調症（精神分裂病）、分裂病型障害及び妄想性障害 36,679,470 100％
4 悪性新生物（がん） 36,517,130 112％
5 腎不全 32,628,420 93％
6 心疾患 32,043,590 76％
7 骨　折 29,403,630 177％
8 歯及び歯周疾患 18,869,940 95％
9 糖尿病 17,130,700 114％
10 白内障 11,269,330 130％

表1　竹田市疾病別医療費ベスト10
H19 年 5月診療分調べ
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平
成
18
年
度
に
国
民
健
康
保

険
で
処
方
さ
れ
た
薬
代
は
、
約

９
億
４
千
万
円
に
の
ぼ
り
、
医
療

費
全
体
の
12
・
４
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
平
成
17
年
度
と
比
べ
る
と

約
１
億
２
千
万
円
、
約
15
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
病
院
に
か
か
っ
た
場

合
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
薬
を
処
方

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が

重
複
し
て
投
薬
を
受
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
、
医
療
費

の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
や
早
期
発
見
に

　

努
め
ま
し
ょ
う

　

疾
病
別
医
療
費
の
上
位
を
占
め

て
い
る
生
活
習
慣
病
や
そ
れ
に
起

因
す
る
と
思
わ
れ
る
疾
病
は
、
偏

っ
た
食
生
活
や
暴
飲
暴
食
、
喫
煙
、

睡
眠
不
足
や
不
規
則
な
生
活
リ
ズ

ム
、
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不

足
な
ど
と
い
っ
た
生
活
習
慣
を
長

年
続
け
る
こ
と
が
大
き
く
関
係
し

て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
食
生
活
、
喫
煙
、
飲
酒
、

運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
に

よ
る
も
の
と
、
健
康
診
査
や
人
間

ド
ッ
ク
検
査
な
ど
に
よ
る
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
よ
り
症
状
が
悪

化
す
る
前
に
対
処
す
る
も
の
と
が

あ
り
ま
す
。

　

予
防
に
勝
る
治
療
は
あ
り
ま
せ

ん
。
発
病
初
期
の
段
階
で
は
、
症

状
が
無
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

血
液
検
査
な
ど
の
健
康
診
査
を
受

け
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
発

病
や
兆
候
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

高
額
な
医
療
費
が
必
要
に
な
る

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
基
本
健
康
診
査

　

40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
基
本

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
で
は
、
自
分
の
体
の

状
態
を
知
る
と
と
も
に
、
高
血
圧

や
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
貧
血
な
ど

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
（
５
、９
２
５
名
受

診
）
の
健
診
の
結
果
、
異
常
な
し

は
６
・
９
％
、
要
指
導
は
43
・
７

％
、
要
医
療
は
49
・
４
％
で
、
要

指
導
、
要
医
療
の
割
合
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
年
代
別
、

健
診
項
目
別
に
み
て
い
く
と
、
50

歳
代
で
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
高

値
の
割
合
が
約
半
数
を
占
め
、
50

歳
代
か
ら
は
糖
尿
病
の
割
合
が
増

え
て
い
る
状
況
で
す
。
血
圧
は
年

代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増
え
て
い

ま
す
。（
図
２
）

■
節
目
健
診

　

30
歳
、
35
歳
の
方
を
対
象
に
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
40
歳
以

上
の
方
と
同
様
に
、
基
本
健
康
診

査
お
よ
び
各
が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・

大
腸
・
子
宮
・
乳
が
ん
）を
実
施
し
、

健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
と
早
期
か
ら

の
生
活
習
慣
改
善
を
意
識
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
84
名
が
受
診
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
異
常
な
し

の
割
合
が
少
な
く
、
約
８
割
が
生

活
習
慣
の
改
善
等
が
必
要
な
要
指

導
の
判
定
で
し
た
。（
図
３
）
項

目
ご
と
に
み
て
み
る
と
、
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
高
値
が
３
割
以
上
、

軽
度
の
高
血
圧
も
35
歳
で
１
割
弱

い
ま
す
。
ま
た
貧
血
や
肝
機
能
異

常
も
約
１
割
い
ま
す
。

　

基
本
健
診
、
節
目
健
診
の
結
果

か
ら
、
30
歳
、
35
歳
と
い
う
若
い

世
代
か
ら
生
活
習
慣
病
が
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

し
て
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
要

指
導
、
要
医
療
と
判
定
さ
れ
る
項

目
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
健
診

で
生
活
習
慣
病
の
前
兆
と
し
て
発

見
さ
れ
る
肥
満
や
高
血
圧
、
高
脂

血
症
、
高
血
糖
と
い
う
状
態
か
ら
、

10
年
、
20
年
経
過
す
る
と
生
活
習

慣
病
が
進
行
し
、
高
額
な
医
療
費

が
か
か
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
、
ご
自
分
の
生
活

を
見
直
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
重
複
・
頻
回
受
診
者
に
訪
問
指
導

　

重
複
受
診
と
は
、
同
じ
病
気
で

同
じ
診
療
科
目
の
複
数
の
医
療
機

関
に
、
同
じ
月
内
に
受
診
（
は
し

ご
受
診
）
す
る
こ
と
で
、
頻
回
受

診
と
は
同
じ
病
気
で
同
じ
月
内
に

同
じ
診
療
科
目
を
多
数
受
診
す
る

こ
と
で
す
。

　

市
で
は
重
複
受
診
者
や
頻
回
受

診
者
に
保
健
師
や
栄
養
士
等
に
よ

る
訪
問
指
導
を
行
い
、
家
庭
生
活

の
中
で
の
健
康
管
理
や
正
し
い
医

療
の
受
け
方
、
食
事
療
法
、
運
動

療
法
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
ま
す
。

　

重
複
受
診
は
、
検
査
や
処
置
が

や
り
直
し
と
な
り
、
医
療
費
が
多

く
か
か
る
ば
か
り
で
な
く
、
重
複

し
て
投
薬
を
受
け
る
こ
と
で
薬
害

の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

基本健診の様子
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竹田市人事行政の運営等の状況について公表します〈平成18年度〉
　地方公務員法第 58 条の 2 および竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、平成 18
年度竹田市人事行政の運営等の状況について公表します。以下の資料は、人事行政運営における公正性、
透明性を高めるために公表するものです。

１．職員の任免および職員数に関する状況
  （1）採用と退職の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

平成18年4月1日現在職員数 退職者 採用者 平成19年4月1日現在職員数

514 人 29 人 8人 493 人

  （2）部門別職員数の状況

部　　門
職員数 対前年比

（人） 部　　門
職員数 対前年比

（人）H18年度 H19 年度 H18 年度 H19 年度

議　会 ５ ５ 0 教　育 70 69 △ 1

総　務 94 90 △ 4 警　察 0 0 0

税　務 19 19 0 消　防 73 60 △ 13

労　働 0 0 0 小　計 143 129 △ 14

農　水 70 64 △ 6 病　院 0 0 0

商　工 16 14 △ 2 水　道 9 10 1

土　木 30 34 4 交　通 0 0 0

小　計 234 226 △ 8 下水道 4 4 0

民　生 69 68 △ 1 その他 20 22 2

衛　生 35 34 △ 1 小　計 33 36 3

小　計 104 102 △ 2
総　合　計 514 493 △ 21

一般行政計 338 328 △ 10

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

福
祉
関
係

特
別
行
政

公
営
企
業
等

２．職員の給与の状況
  （1）人件費の状況（平成 18 年度普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
(平成 19年 3月 31日 )

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

18年度 26,916 人 18,755,011 千円 4,709,058 千円 3,099,028 千円 25.1％ 16.5％

（注）人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬等を含みます。

  （2）職員の給与費の状況（平成 19 年度普通会計予算）

区分 職員数
Ａ

給　　　　与　　　　費
計
Ｂ

1人当り
給与費
Ｂ／Ａ給料

職員手当
期末・勤勉手当 その他の手当

19年度 480 人 2,021,280 千円 892,124 千円 299,111 千円 3,212,515 千円 6,693 千円

（注 1）職員手当には退職手当を含みません。
（注 2）給与費は当初予算に計上された額です。
（注 3）職員数は当初予算積算の基礎となった人数です（市長・副市長（助役）は含みません）。

  （3）定員管理計画の状況

平成 17年 4月
1日
職員数

数値目標 増減実績
平成 27年 3月
31日職員数

対 17年
増減数

対 17年
増減率

平成 19年 4月
1日職員数

対 17年
増減数

対 17年
増減率

522 人 394 人 △ 128 人 △ 24.5％ 493 人 △ 29人 △ 5.6％



5　2007年 10月発行

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成19年 4月 1日現在）

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 355,400 円 45.6 歳

技能労務職 370,300 円 49.7 歳

区　　　分 初　任　給 採用後2年経過時

大　学　卒 176,800 円 188,300 円

高　校　卒 142,800 円 155,300 円

（4）職員の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成 19 年 4 月 1 日現在）

（注）平成18年4月1日から平成22年3月31日までの間は給料月額について5％の減額措置を実施しています。

5）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 19 年 4 月 1 日現在）

区　　　　　　　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職 高校卒 218,600 円 273,900 円 327,200 円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

（6）級別職員数 ( 一般行政職 ) の状況（平成 19 年 4 月 1 日現在）

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準職務 主　　事 主　　任 主　　査 主 査 等
課長補佐
係　　長
副 主 幹

課　　長
課長補佐
係　　長
副 主 幹

部　　長
課　　長
参　　事

部　　長

職員数（人） 4 17 63 11 41 137 58 0 331

構成比（％） 1.2 5.1 19.0 3.3 12.4 41.5 17.5 0 100.0

（7）職員手当の状況
  ①期末・勤勉手当　　　　　（平成 19 年 4 月 1 日現在）

区　　分 期末手当 勤勉手当

  6 月期 1.400 月分 0.725 月分

12月期 1.600 月分 0.725 月分

役職による加算措置 5～ 15％

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分

  ②退職手当　　　　　　　  （平成 19 年 4 月 1 日現在）

  ③諸手当

区　　分 項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者 13,000 円、他 6,000 円～ 11,000 円

住 居 手 当 借家（最高 27,000 円）、持家（月額 2,500 円）の区分で支給。

通 勤 手 当 2㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,000 円～ 25,000 円

管理職手当 管理職に対して支給。給料月額×役職に応じた割合（3％～ 5％）

時間外手当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。

特殊勤務手当 税務職員、消防職員、清掃センター・衛生センター・浄光園に勤務する職員等

（8）特別職の報酬などの状況（平成 19 年 4 月 1 日）

種　類 区　分 給料月額等 実支払月額 期末手当

給　料

市　長 814,000 円 716,320 円

  6 月期　1.600 月分
12月期　1.750 月分

副市長 653,000 円 600,760 円

教育長 585,000 円 538,200 円

報　酬

議　長 402,000 円 389,940 円

副議長 362,000 円 351,140 円

議　員 340,000 円 329,800 円

（注 1）平成 18年 1月 1日から平成 21年 3月 31日までの間は、市長 12％、副市長（助役）
　　　　8％、教育長 8％の減額措置を実施しています。
（注 2）平成 18年 4月 1日から平成 21年 3月 31 日までの間は、議長・副議長・議員それ
　　　　ぞれ 3％の減額措置を実施しています。
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４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成 18 年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

分　　限　　処　　分 懲　　戒　　処　　分

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計

０ ０ ０ 3 3 ０ ０ 1 2 3

５．職員の服務の状況

　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕し
なければなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が
課せられています。
　○法令等および上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況

研修名 内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容

一般研修 竹田セミナー、職場研修、人権教育研修、メンタルヘルス講習会、課長研修、中堅職員研修、
新採用職員研修、政策研修、危機管理能力研修ほか

専門研修 法制実務研修、政策法務研修、財務実務研修、人事給与実務研修、税務関係各種研修ほか

特別研修 電話応対＆ビジネスマナー研修、接遇研修、市町村幹部セミナーほか

７．職員の福祉および利益の保護の状況
  （1）健康管理事業の状況（平成 18 年度）

項　　目 内　　　　容

定期健康診断 基本検査（484 人）

各種がん検診 前立腺がん（158人・50歳以上男）
乳がん（67人・40歳以上女）

その他 脳疾患検査（59人・45歳 50歳
55 歳 58 歳））

（2）公務災害補償の状況（平成 18 年度）

加入団体 認定件数 災害の内容

地方公務員災害補償基金
大分県支部 0件 公務上の負傷

８．その他
  （1）公平委員会業務の状況（平成 18 年度）
   ①勤務条件に関する措置の要求の状況

措置要求件数

終結件数

0 －

不服申立て件数

終結件数

0 －

②不利益処分に関する不服申立ての状況

  （2）休暇等の状況

種　　　類 概　　　　　　　　　　　　　要 取　得　状　況

年次有給休暇 暦年により 20 日付与。20 日を超えない範囲内の残日数を翌年に繰り
越すことができる。 8.7 日／年

介 護 休 暇 介護を最低 2週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する 6
月の期間内（無給休暇） 0人

育 児 休 業 子が 3歳に達する日までの期間（無給休暇） 女性 3人

（注 1）取得状況は、平成 18年 1月 1日～平成 18年 12月 31 日の暦年での取得状況です。
（注 2）上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇および特別休暇等があります。
（注 3）育児休業は、平成 18年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
  (1) 勤務時間の状況

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間 週休日

38.75 時間 午前8時30分 午後 5時 正午～午後0時15分 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日
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地域雇用創造推進事業（新パッケージ事業）が採択されました。
１．竹田市経済活性化促進協議会の取り組み
　竹田市の地域雇用創造の核となる産業の新たな雇用創出を目的として、竹田商工会議所と久住町、直
入町、荻町の各商工会、竹田市で構成された「竹田市経済活性化促進協議会」（会長は商工会議所甲斐正
章会頭）が、平成 19年度の厚生労働省の直轄事業である地域雇用創造推進事業（通称：新パッケージ事業）
を申請し、９月 20日に認定され 10月１日から事業がスタートします。

２．厚生労働省の地域雇用創造推進事業（新パッケージ事業）
   新パッケージ事業は、雇用創出に向けた意欲の高い地域（自発雇用創進地域）に設置された、市町村や
商工会議所などで組織する地域雇用創造協議会が行う人材育成・就職促進メニューなどを総合的に支援
するものです。採択地域では、「商品開発研究」「販路拡大に向けた専門的な知識やノウハウ」などの人
材育成や技術指導、地元求職者に対する資質向上のための「セミナー開催」、「求職者情報提供コーナー」「求
職者相談コーナー」の充実などの事業を実施し、雇用創造を目指します。

３．事業タイトル　竹田市「食育ツーリズム雇用創出大作戦」
委託事業の目的 委託事業の概要

　竹田市は、農業を基幹産業としているが、高齢
化や後継者不足など先行きは厳しく、さらに製造
業では、地理的条件や交通条件に恵まれないこと
から企業進出も少なく、生き残りをかけ新たな就
業の場を確保することと、人材育成が大きな課題
となっている。
　このため、竹田市ならではの豊かな地域資源
からの産物「食」と産業遺跡や温泉等を活用した
「観光」を地域重点分野に設定し、「食」と「観光」
に関連した各研修事業や情報提供・セミナー等を
行うことにより、人材の育成や地域求職者の就職
促進等を図ります。
　また、この事業を地域重点分野における地域の
産業および経済の活性化、その他の雇用創造に資
する取り組みと一体的に実施することで、雇用創
造効果をさらに高めることを目的とします。

１. 人材育成メニュー（求職者の能力開発を図る）
　(1) 観光関連業種
　　①　竹田直入温泉研修事業
　　②　観光ガイド･接客マナー研修事業
　　③　周遊型観光研修事業
　　④　城下町工芸開発研修事業
　　⑤　岡城･サービス研修事業
　　⑥　交流店舗、商泊研修事業
　(2) 食づくり関連業種
　　①　郷土伝統料理研修事業
　　②　酒･発酵研修事業
　　③　ジュース･ジャム･ソース研修事業
　　④　野菜･山菜・農産加工研修事業
　　⑤　アレルギー対策食品研修事業
２. 就職促進メニュー（求職者の就職促進を図る）
　　①　研修・講習会等に関する情報収集・提供、
　　　　相談
　　②　人材受入れ情報等の収集・提供
　　③　合同就職セミナーの開催（Ｕ・Ｉターン
　　　　就職希望者に対する情報提供と相談）

４．事業事務所について
　事業事務所は、竹田市城北町の岡藩主おたまや公園内の管理棟に事務所を置き、事業推進員 2名、商
工会議所 1名、市 1名、推進員補助員 1名を配置します。

　　事務所名　竹田市雇用創造推進センター　　郵便番号　878-0011
　　住　　所　竹田市大字会々 2027 番地１　　電話番号　0974-62-2122
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX　　　0974-62-2122

５．今年度の事業について
　協議会では、今年度事業として能力開発講座や様々なセミナーを開催していきます。広報たけた 11月
号で詳しく講座やセミナーのご案内をします。　
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建設業等の事業者の皆さんへ　指名停止措置基準を強化します！
　竹田市では、入札・契約の公正な執行を図るとともに、公共工事等の品質を確保するため、「竹田市が発注
する建設工事等の契約に係る指名競争入札参加者の資格を有するものに対する指名停止等措置要領」を 10月
1日付けで改正します。主な改正点は次のとおりです。

●お問い合せ　工事検査課　☎ 63-4835

 新潟県中越沖地震災害義援金
　新潟県中越沖地震災害に対して、自治会を通じて市民の皆さんから善意のこもった温かい義援金をいただきあ
りがとうございました。（募集期間：平成 19年８月１日～ 20日）
　新潟県中越沖地震災害義援金竹田市配分委員会を８月 28日に開催し、新潟県災害対策本部および、音楽姉妹
都市である長野県中野市に、８月 31日に次のとおり送金しました。

【義援金内訳】　　　　　　　　平成 19年８月 31日現在　　　 【義援金送金先】
区　　分 受 領 先 金　　額

自 治 会

竹田地域 3,174,272 円
荻 地 域 456,418 円
久住地域 453,673 円
直入地域 309,955 円

小　　　計 4,394,318 円
法　　人 法人１ 10,000 円

合　　　計 4,404,318 円

送　金　先 金　　額
新潟県災害対策本部 3,904,318 円
長野県中野市 500,000 円

合　　　計 4,404,318 円

①粗雑工事に関すること。
　⇒工事完成検査・補修・引き渡しの実態に応じて過失区分を明確に分類し、それぞれの指名停止期間を延長。
②契約違反に関すること。
　⇒工期内に工事が完成せず履行遅滞となったとき等について、契約違反に該当するものと明確にし、指名
　停止処分の期間を延長。
③工事事故に関すること。
　⇒安全管理措置の不適切によって生じた公衆損害、工事関係者に係る事故に対する指名停止処分の期間を延長。
④不正行為に関すること
　⇒贈賄・あっせん利得、独占禁止法違反行為、競売入札妨害又は談合、暴力団関係者に対する指名停止期
　間をそれぞれ延長。

有害鳥獣の計画捕獲および狩猟期間変更等について
　近年、イノシシやシカ等による農作物の被害が増大しているため、10月 24 日㈬まで猟友会の協力を得て
有害鳥獣の計画捕獲を実施しています。
●お問い合せ　お近くの猟友会捕獲員または農林畜産課 ☎ 63-4805・各総合支所産業課（荻☎ 68-2215、久住☎ 76-1116、直入☎ 75-2215）まで
○鳥獣の保護および狩猟の適正化に関する法律等の一部が改正されました。
　主な改正点は下記のとおりとなっています。（対象：大分県）
1.　狩猟期間について（イノシシ・シカの狩猟期間が延長されました）

2.　狩猟により捕獲できる鳥獣について
　　【種類】

　　【数量】

3.　休猟区内での特定鳥獣（イノシシ・シカ）の狩猟について
　　津久見市を除く大分県内での休猟区について、イノシシ・シカの捕獲が可能となりました。
　　その際、使用できる猟具は、銃器・はこわな・囲いわなに限ります。

鳥 獣 名 改正前（平成 18 年度まで） 改正後（平成 19 年度から）
イノシシ 11月 15日～ 3月 15日 11月 1日～ 3月 15日
シ　　カ 11月 15日～ 2月 15日 〃

鳥 獣 名 改正前（平成 18 年度まで） 改正後（平成 19 年度から）
シ　　カ 一日 1人一頭まで 捕獲数無制限

鳥 獣 名 改正前（平成 18 年度まで） 改 正 後 備　　　　　考
メスジカ 県内の一部で捕獲可能 捕獲可能 平成 19年 4月 16日から
ウ ズ ラ 狩猟鳥獣 捕獲禁止 平成 19年 6月 1日から
カ ワ ウ 非狩猟鳥獣 狩猟鳥獣 　　　　　〃
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Der Friese spricht　フリース人が語る

　フリース人とは、北ドイツに位置する私の故郷フリースラント地域に住む人々
のことです。フリースラント郡は、ドイツ内を東フリースラント、オランダ内
を西フリースラントと呼びます。かつてフリースラント国があって、フリース
民族はゲルマン民族の一つでした。そして、ドイツ語と違うフリース語もあって、
ただの方言ではなく、別の言語です。
　今日では、その住民は自分がフリース人だという冗談が含まれている軽い自
信をもっていると思います。ですから、「フリース人が語る」というと、その真
面目ではない誇りの皮肉が含まれています。

　H
ハ ロ ー

allo． 国際交流員のゼンケ・グリュッツマハーです。今月からこのコーナーを担当します。竹田市は
ドイツに姉妹都市がありますので、皆さんにドイツを身近に感じて頂くために、色々な情報をお伝えし
たいと思います。第１回は自己紹介を兼ねて僕の生い立ちと育った街を紹介します。
　出身は北ドイツのヴィルヘルムスハーフェン市で、フリースラント郡のズィレンシュテーデという小
村で育ちました。郡中で一番大きな直方体の御影石で建築された教会は村のシンボルです。小学校は村
内でしたが、中学校・高校はビールで有名なイエーファー市にバスや自転車で通いました。農業が主な
産業の田舎地域で、見渡す限り平らな大地は、この地域の典型的な風景です。夏休みになると、多くの
旅行者がフリースラントの海を訪れます。しかし、北ドイツの気候は定まらないため、旅行者がガッカ
リする年もあります。
　卒業後、軍隊に入隊せず非軍事的役務を勤めました。ヘアフォート市で金管楽器製造の職人試験に合
格し、その後ハンブルク大学日本学部に入学しました。基礎課程終了後ハンブルク大の姉妹大学の大阪
市立大学に一年間留学しました。
　そして国際交流員に志願し、晴れて竹田市に赴任することができました。国際交流の仕事は責任重大
で大変ですが、張り切って楽しみたいと思います。皆さんよろしくお願いします。僕を見かけたら〝ゼ
ンケ〟とぜひ声を掛けて下さいね。それでは T

チ ュ ッ ス

schuss.

スイス

オランダ

ドイツ連邦共和国

フランス

ベルギー

オーストリアルクセンブルグ

チェコ共和国

イエーファー市
ヴィルヘルムスハーフェン市

国際交流員
ゼンケ・グリュッツマハー

フリースラントの風景バートクロツィンゲン市
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中学校

宮城台
小学校

 

自
信
・
安
心
・
自
由
の
あ
る

　
　

学
校
を
め
ざ
し
て

　

温
泉
と
芹
川
の
豊
か
な
自
然

に
包
ま
れ
た
本
校
は
、
生
徒
数

60
名
の
学
校
で
す
。
生
徒
は
、

明
る
く
素
直
で
、
の
び
の
び
し

た
雰
囲
気
の
中
で
学
習
や
部
活

動
等
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
の
自
尊
感
情
を
高
め
る

た
め
に
「
自
信
・
安
心
・
自
由
」

の
あ
る
学
校
を
め
ざ
し
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
考
え
や
意
見
を

大
切
に
し
た
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
11
月
８
日
に
は
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
研
究
発

表
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
し

て
、
以
前
か
ら
保
護
者
と
と
も

に
町
内
の
ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

今
も
生
徒
会
活
動
で
登
校
時
に

通
学
路
の
空
き
缶
を
拾
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
や
保
護
者

の
協
力
、
支
援
を
い
た
だ
き
、

勤
労
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る

職
場
体
験
学
習
を
12
月
に
計
画

し
て
い
ま
す
。 　

  （
志
水
輝
昭
）

 

「
や
さ
し
く　

か
し
こ
く　

　
た
く
ま
し
く　

み
ん
な
仲
よ
し  

　
宮
城
台
の
子
」
を
合
い
言
葉
に

　

本
校
は
、
全
校
児
童
数
13
名

の
極
小
規
模
校
で
す
。
特
色
と

し
て
、
保
護
者
と
教
職
員
・
地

域
の
方
々
が
一
致
協
力
し
て
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
は
、
三
世
代

交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や

親
子
美
化
作
業
等
、
親
子
で
全

員
が
参
加
で
き
る
行
事
を
多
く

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

キ
ャ
ン
プ
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
焼

き
肉
大
会
等
の
子
ど
も
会
の
行

事
に
は
、
小
学
生
以
外
の
子
ど

も
も
多
く
参
加
し
て
、
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
力
ア
ッ
プ
の
た
め
、

朝
マ
ラ
ソ
ン
や
休
み
時
間
の
「
遊

び
」
を
工
夫
し
な
が
ら
、
全
校

の
児
童
が
誘
い
合
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
子
ど
も
の
持
久
力
が
向
上

し
、
運
動
に
対
す
る
意
欲
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。   （
甲
斐
能
成
）

ぼくたち・わたしたちの学び舎

子
ど
も
茶
道
教
室

茶
碗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

子
ど
も
茶
道
教
室
が
、
毎
月
第

１
、３
日
曜
日
に
旧
竹
田
荘
で
開

か
れ
、
現
在
、
幼
稚
園
児
か
ら
中

学
生
ま
で
の
16
名
が
、
茶
道
を
習

っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
使
っ
て
い
る
茶

碗
は
、
佐
藤
昭
次
さ
ん
（
竹
田
・

阿
蔵
）
が
土
を
提
供
し
、
子
ど
も

た
ち
が
絵
付
け
し
た
も
の
を
自
宅

の
〝
中
臣
窯
〞
で
焼
き
、
子
ど
も

た
ち
に
贈
っ
た
も
の
で
、
形
も
絵

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、「
か
つ
て
自
分

も
陶
芸
教
室
で
学
ん
だ
。
何
ら
か

の
恩
返
し
を
し
た
い
。」
と
竹
田

保
育
所
に
５
年
前
か
ら
無
償
で
茶

碗
を
贈
り
続
け
て
い
ま
す
。「
今

後
も
子
ど
も
た
ち
に
茶
碗
を
贈
り

た
い
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
お
手
紙

　

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
（
堀
賢
士
園

長　

78
名
）
で
は
、
約
20
年
以
上

前
か
ら
毎
年
、
敬
老
の
日
に
園
児

か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
敬
老
の
日
（
17
日
㈪
）

に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
手
元
に
届
く
よ
う
に
と
、
13

日
㈭
に
園
児
52
名
が
竹
田
郵
便
局

を
訪
れ
、
一
人
ひ
と
り
手
紙
を
ポ

ス
ト
に
投
函
し
ま
し
た
。

　

山
川
竹
田
郵
便
局
長
は
、「
皆

さ
ん
が
書
い
た
手
紙
は
、
ち
ゃ
ん

と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
届
け
ま
す
。」
と
園
児
た
ち

と
約
束
し
ま
し
た
。

手紙を投函する園児

茶
碗
を
手
渡
す

佐
藤
さ
ん

茶
道
を
学
ぶ

子
ど
も
達
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㉕

　
小
河
一
敏
は
、竹
田
の
上
角
に

生
ま
れ
、人
生
の
後
半
は
東
京
で

過
ご
し
て
い
ま
す
。
竹
田
へ
の

貢
献
よ
り
も
、
日
本
の
夜
明
け

に
寄
与
し
た
人
物
と
い
え
ま
す
。

　
一
敏
は
、
７
歳
で
儒
学
者
角つ

の

田だ

九き
ゅ
う
か華

に
師
事
し
て
い
ま
す
。

11
歳
で
父
と
死
別
し
、
家
督
を

継
ぎ
ま
す
。
博
学
多
才
で
あ
っ

た
一
敏
は
、
25
歳
で
藩
の
会
計

元
締
役
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後

の
十
数
年
間
が
、
一
敏
が
岡
藩

で
活
躍
し
た
時
期
で
す
。

　
そ
の
頃
藩
内
は
、「
外
様
大

名
の
意
気
を
示
し
、
皇
室
を
尊そ

ん

崇す
う

す
べ
し
。」
と
す
る
尊そ

ん
の
う王

派

と
「
小
藩
な
の
で
、
幕
府
を
大

切
に
し
、
う
と
ま
れ
な
い
よ
う

に
。」
と
す
る
佐さ

幕ば
く

派
に
分
か

れ
て
い
ま
し
た
。
一
敏
は
尊
王

派
の
リ
ー
ダ
ー
で
、″
岡
藩
七

人
衆
の
異
変
〞
と
し
て
藩
主
に

と
が
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
８
５
３
年
、
一
敏
が
40
歳

の
時
、
浦
賀
に
ペ
リ
ー
が
来

航
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
一
敏

は
、
養
子
を
も
ら
い
、
家
が
困

ら
な
い
よ
う
に
し
て
岡
を
去
り

ま
す
。
九
州
内
の
同
志
と
連
携

し
、
下
関
で
西
郷
隆
盛
や
村
田

岡藩の救世主から憂国の士となった小
お

河
ごうかずとし

一敏
新
八
ら
に
会
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
京
都
で
尊
王
攘じ

ょ
う

夷い

運
動

を
続
け
ま
す
。

　
明
治
維
新
後
は
、
大
阪
堺
県

知
事
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
こ
の

時
、
私
的
に
大
和
川
堤
防
工
事

を
強
行
し
ま
す
。
知
事
の
職
を

免
ぜ
ら
れ
、
出
雲
大
社
に
２
年

間
幽ゆ

う
へ
い閉

さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
も
と
で
、
全
国
の
神
社
の
祭

式
の
制
度
を
整
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
天
皇
の
お
声

が
か
り
で
宮
内
省
御
用
掛
に
な

り
ま
す
。
天
皇
に
最
も
近
い
立

場
で
仕
え
る
役
職
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
戦
後
、
一
敏
が
一
時

期
遠
ざ
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
た

め
で
す
。

　
明
治
19
年
、
78
歳
で
没
し
た

一
敏
の
葬
儀
に
際
し
、
天
皇
か

ら
功
労
金
３
０
０
円
と
正
四
位

が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
敏
の
顕
彰
碑
は
、
岡
城
と

大
阪
、
東
京
な
ど
５
か
所
に
あ

り
ま
す
。

　
　
　（
衛
藤
頼
光
）

　
空
港
へ
降
り
立
ち
、
居
住
地
へ

向
か
う
バ
ス
の
窓
か
ら
見
下
ろ
す

運
河
は
、
２
年
前
と
変
わ
ら
ず
緩

や
か
に
流
れ
、
人
々
の
生
活
を
育

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。
久
住
高

原
の
秋
を
彩
る
ス
ス
キ
の
穂
も
風

に
揺
ら
れ
、
こ
こ
オ
ラ
ン
ダ
の
運

河
の
様
に
優
し
く
波
立
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
…
故
郷
を

思
い
な
が
ら
２
年
ぶ
り
に
降
り
立

っ
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
記
憶
の
中
の

風
景
と
変
わ
る
事
無
く
美
し
い
ま

ま
。

　
今
回
の
オ
ラ
ン
ダ
ツ
ア
ー
が
、

７
月
の
九
州
ツ
ア
ー
で
沢
山
の
賞

賛
を
得
た
、
新
作
『
打
〜
DA
〜
』

の
ス
テ
ー
ジ
の
海
外
初
披
露
に

な
り
ま
す
。
２
０
０
６
年
に
イ
タ

リ
ア
ツ
ア
ー
で
基
礎
が
生
ま
れ
、

２
０
０
７
年
の
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス

ツ
ア
ー
で
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
作
ら

れ
、
今
年
の
夏
、
久
住
高
原
で
全

て
を
形
成
さ
れ
た
こ
の
作
品
。
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
荒
削
り
だ
っ
た

楽
曲
は
ふ
る
さ
と
の
風
に
包
ま
れ

て
芸
術
性
の
高
い
素
晴
ら
し
い
も

の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
再
演
の
オ
ラ
ン

ダ
を
皮
切
り
に
初
の
ア
メ
リ
カ
公

演
な
ど
２
年
に
渡
り
世
界
を
旅
し

ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
香
り
を
異
国

の
人
々
に
届
け
て
こ
よ
う
。
ス
ス

キ
の
穂
が
光
り
を
受
け
輝
く
色
が

私
は
好
き
で
す
と
、
高
原
の
風
を

届
け
て
こ
よ
う
。

　  （
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

　
黒
柳
夏
子
）

ちょっと
　よりみち

「風流れ、水渡る地で」

第25回

小河一敏

　
国
道
57
号
線
天
神
交
差
点
の
動

物
病
院
側
の
斜
面
に
テ
ッ
ポ
ウ
ユ

リ
が
群
生
し
て
い
ま
し
た
。

　
草
花
の
種
子
吹
き
付
け
工
事

で
は
、
外
来
種
の
イ
ネ
科
の
植
物

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で

す
。
最
近
は
生
態
系
を
守
る
た
め
、

在
来
種
や
地
域
の
植
物
を
吹
き
付

け
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、

こ
の
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
自
然
に
増

え
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
吹

き
付
け
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

テッポウユリ
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競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3・5・7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと362日

チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

たくさんの感動を心に…
国体リハーサル大会ソフトボール競技
第59回全日本総合女子ソフトボール選手権大会

圧巻!!

やった!!

セーフか !? アウトか!?

普段は厳しい田本コーチも
　時にはこのスマイル!

ルネサス高崎V5!!優勝の瞬間、抱
き合う宇津木妙
子総監督・麗華
監督

ダイブ!!

よしっ!!

ハイタッチ!!

mailto:kokusui@city.taketa.lg.jp
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「
め
じ
ろ
ん
ダ
ン
ス
」で

　
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
！
」

　

９
月
17
日
は
「
敬
老
の
日
」。
市

内
２
か
所
で
行
わ
れ
た
敬
老
会
に
参

加
し
た
め
じ
ろ
ん
は
「
め
じ
ろ
ん
ダ

ン
ス
」
で
皆
さ
ん
の
健
康
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

・
都
野
地
区
敬
老
会
の
様
子

　

８
日
に
行
わ
れ
た
都
野
地
区
敬
老
会
で
も
め

　

じ
ろ
ん
は
都
野
保
育
所
の
園
児
た
ち
と
一
緒

　

に
ダ
ン
ス
。

め
じ
ろ
ん
日
記

・みはら整形外科での敬老会の様子
　デイ・サービスなどを利用している市内
　在住の方々の前で元気よく踊りました。

　大会を支えてくださった皆さん
　　　　　　本当にありがとうございました！
　来年の本国体を前に、ラグビーフットボール及びソフトボール競
技のリハーサル大会を開催しました。特にソフトボール競技は会場
が 4か所あり、多くのボランティアの協力をいただきました。個人
登録ボランティアの方々をはじめ、各種団体を代表して業務にあた
られた皆さん、本当にありがとうございました。さらに、大会を盛
り上げるプランターづくりや応援のぼりの製作をいただいた市内小
中学校の皆さん、愛好会の皆さん、大変お世話になりました。ソフ
トボール競技会場で若さあふれるさわやかな動きで大会進行に携わ
った中学生ありがとう！来年もよろしくお願いいたします。
　　　　　　　－チャレンジ！おおいた国体・竹田市実行委員会－

めじろん橋が完成しました！
　竹田市文化会館と竹田市総合運動公園を
結ぶ人道「めじろん橋」が完成し、9月20日
に渡り初めが行われました。橋の完成によ
って文化会館から総合運動公園までの道の
りが短縮され、徒歩での利用が便利になり
ました。

 

と
み
ぃ
の
部
屋

「
あ
な
た
は
何
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
か
？
」

　

ラ
グ
ビ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
２
つ

の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
終
了
し
た
。
大

き
な
事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
し
た
の

は
、
選
手
、
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
た
係
員
、
そ
し
て
訪
れ
た
人
々
全

て
の
「
大
会
へ
の
思
い
」
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
多
く
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
「
お
疲
れ
様
」「
あ
り
が
と

う
」
と
い
い
た
い
。

　

大
会
運
営
の
あ
り
か
た
、
競
技
の
進

め
方
、
お
も
て
な
し
の
仕
方
…
数
々
の

課
題
を
残
す
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
検
討
し
た
上
で
来
年
の
山
岳
競
技
の

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
本
大
会
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ひ
と
つ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
る
の
は

容
易
で
は
な
い
。
多
く
の
人
々
の
「
支

え
る
」
と
い
う
思
い
が
必
要
に
な
る
。

選
手
た
ち
は
「
自
分
た
ち
が
万
全
の
状

態
で
試
合
が
で
き
る
の
は
地
元
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。
会

場
中
を
熱
気
に
あ
ふ
れ
さ
せ
る
よ
う
な

プ
レ
ー
が
続
出
す
る
の
は
、「
勝
ち
た
い
」

と
い
う
思
い
と
「
感
謝
」
と
い
う
思
い

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
地
元
の

人
の
「
お
も
て
な
し
」
の
気
持
ち
が
大
き

く
な
れ
ば
、
さ
ら
に
感
動
の
プ
レ
ー
が

生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

あ
る
大
会
関
係
者
が
こ
う
い
っ
た
。

「
大
分
国
体
は
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
な
ん
だ

ね
。大
分
県
が
、地
元
の
市
や
町
が
今
後
、

発
展
し
て
い
く
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が

国
体
を
も
り
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
に
あ
な
た
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
？
」
と
。
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まちの話題

会場に響き渡る歌声

暗闇に浮かぶ “岡城 ”

やわらかい音に癒される ボランティアによって運営

元気にスティックを振る参加者

敬
老
会

　

９
月
17
日
㈪
の
敬
老
の
日
に
ち

な
ん
で
、
各
地
で
敬
老
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

荻
地
域
で
は
、
地
域
全
体
の
方

が
集
う
敬
老
会
が
開
か
れ
、
約

５
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

明
治
地
区
で
は
、
地
区
社
協
主

催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

か
れ
、
約
80
名
が
集
ま
り
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
３
回
定
期
演
奏
会

　

８
月
26
日
㈰
、
長
湯
歴
史
温
泉

伝
承
館
「
万
象
の
湯
」
ル
カ
ス
ホ

ー
ル
で
奏
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
第
３
回
定
期
演
奏
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
会
場
は
多
く
の
観

客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
優
し
い
音

色
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

竹
田
混
声
合
唱
団

第
28
回
定
期
演
奏
会

　

第
28
回
を
迎
え
た
竹
田
混
声
合

唱
団
の
定
期
大
会
が
、
９
月
２
日

㈰
、
竹
田
市
文
化
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
「
千
の
風
に
な
っ
て
」、組
曲
「
蔵

王
」
等
の
曲
が
歌
わ
れ
た
ほ
か
、

大
正
琴
の
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

岡
神
社　
善
神
王
祭

　

９
月
７
日
㈮
、
岡
神
社
の
善
神

王
祭
が
、
岡
神
社
・
広
瀬
神
社
周

辺
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
小
松
明
で

再
現
さ
れ
た
幻
の
岡
城
が
暗
闇
に

浮
か
び
、
花
火
や
日
本
舞
踊
、
手

品
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
も
行
な
わ

れ
、
会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で
、

「
秋
・
久
住
高
原
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
㈯
と
２
日
㈰
に
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
秋
の
収
穫
鍋
の
無
料
配
布
や

牛
乳
の
早
飲
み
大
会
、
く
た
み
太

鼓
の
演
奏
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

牛乳の早飲み大会

500 食用意された収穫鍋
長小野湧水（鳴滝）に立ち寄る参加者

水
土
里
の
路
・
歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選

石
橋
と
入
田
湧
水
群
を
め
ぐ
る

　

９
月
９
日
㈰
、
水
土
里
の
路
・

歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選
入
田

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
10
㎞
と
20
㎞
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
実
り
を
迎
え
る
秋

の
田
園
風
景
の
中
を
、
名
水
を
味

わ
い
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
は
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、温
泉
や
飲
食
店
を
ま
わ
る
「
久

住
高
原　

大
人
の
秋
満
喫
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
高
原
観
光
協
会

　

☎
76‒

１
６
１
０

秋
・
久
住
高
原
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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まちの話題

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

　

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
総
会

が
、
８
月
29
日
㈬
、
竹
田
市
役
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報

告
や
事
業
計
画
等
が
審
議
・
検
討

さ
れ
、
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ザ
佐
藤
主
幹
の
団

体
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
講

演
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

総会の様子実際の作業をする学生

子牛にミルクをあげる阿南さん

農
業
体
験
研
修

◇
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報

学
科
の
学
生
６
名
が
、
９
月
３
日

㈪
か
ら
12
日
㈬
ま
で
の
10
日
間
、

荻
町
の
ト
マ
ト
生
産
農
家
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
、
農
業
研
修
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

農
作
業
の
ほ
か
に
、
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
作
り
や
「
と
ま
と
ち
ゃ

ん
」
で
の
販
売
実
習
も
行
い
、
学

生
の
一
人
は
「
作
業
は
大
変
だ
っ

た
が
、
や
り
が
い
が
あ
っ
た
。
充

実
し
た
毎
日
で
、
あ
っ
と
言
う
間

に
過
ぎ
た
。」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

紫草畑で説明を受ける会員

大
分
県
民
体
育
大
会

　

第
60
回
大
分
県
民
体
育
大
会

が
、
９
月
15
日
㈯
か
ら
17
日
㈪
に

か
け
て
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

竹
田
市
選
手
団
は
、
山
岳
競
技

や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
等
で
健
闘

し
た
も
の
の
、
総
合
16
位
、
Ｃ
部

６
位
、
躍
進
５
位
と
い
う
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

元気に歩く子どもたち

雨の中熱戦を繰り広げる選手（ソフトテニス） 満開の彼岸花（23 日撮影）

結団式で選手宣誓をする河野選手（サッカー）

親
子
げ
ん
き
く
ら
ぶ

　

９
月
８
日
㈯
、
生
涯
学
習
課
の

主
催
す
る
親
子
げ
ん
き
く
ら
ぶ
が
、

久
住
・
牧
の
元
の
大
分
県
畜
産
試

験
場
「
ふ
れ
あ
い
牧
場
」
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
彦
太
郎
池
ま
で
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま

し
た
。

古
都
太
宰
府
保
存
協
会

紫
草
の
里　

志
土
知
視
察

　

か
つ
て
、
紫
草
が
納
め
ら
れ
て

い
た
太
宰
府
市
の
万
葉
の
里
研
究

会
の
会
員
19
名
が
、
８
月
29
日
㈬
、

古
く
か
ら
紫
草
の
産
地
で
あ
る
志

土
知
を
訪
れ
、
紫
草
や
畑
を
見
学

し
、
地
元
の
方
と
も
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

七
ツ
森
彼
岸
花
祭
り

　

９
月
15
日
㈯
、
菅
生
の
七
ツ
森

古
墳
で
第
10
回
七
ツ
森
彼
岸
花
祭

り
が
開
か
れ
、
神
楽
や
野
菜
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
花
は
ま

だ
二
分
咲
き
程
度
で
し
た
。

　

22
日
㈯
か
ら
の
連
休
に
は
、
彼

岸
花
も
満
開
と
な
り
、
多
く
の
方

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

◇
農
林
水
産
省
生
産
局
総
務
課
の

阿
南
小
有
里
さ
ん
が
、
９
月
３
日

㈪
か
ら
10
月
２
日
㈫
ま
で
の
１
か

月
間
、
久
住
・
山
中
の
渡
辺
喜
久

雄
さ
ん
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

畜
産
を
体
験
、
研
修
を
し
て
い
ま

す
。

　
「
普
段
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
の

で
、
最
初
は
き
つ
か
っ
た
。」
と
い

う
阿
南
さ
ん
も
、
今
で
は
20
㌔
の

袋
を
軽
々
と
持
ち
上
げ
ま
す
。

　

渡
辺
さ
ん
は
「
地
方
は
冷
え
切

っ
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
中
央
に

伝
え
て
欲
し
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
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主食（ごはん、パン、麺）

副菜（　　　　 ）
主菜（　　　）
牛乳・乳製品
果物

野菜、きのこ、
いも、海藻料理

肉、魚、卵、
大豆料理

水・お茶
運動

菓
子

・嗜
好飲料 楽しく適度に

厚生労働省・農林水産省決定

・身体活動量の低い（高齢者含む）女性
・6～9歳の子供

・ほとんどの女性
・身体活動量の低
　い（高齢者含む）
　男性

12歳以上の
ほとんどの
男性

約1600～
2000kcal

約 2000～
2400kcal

約 2400～
2800kcal

竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

こどもクッキング教室の様子

保健だより

10
月
は
「
食
生
活
改
善
月
間
」

自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

 

『
今
の
う
ち

　予
防
が
大
事

　
メ
タ
ボ
退
治
！
』

　
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
活
用

し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

 

平
成
17
年
国
民
健
康
・
栄
養
調  

　査
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　
注
目
す
べ
き
点
は
朝
食
の
欠
食
率

・
朝
食
欠
食
の
割
合
は
、
男
女
と

　
も
に
20
歳
代
で
最
も
高
く
、
男

　
性
で
約
３
割
、
女
性
で
約
２
割

・
朝
食
欠
食
が
始
ま
っ
た
時
期
は
、

　
男
女
と
も
に
「
小
学
生
頃
か
ら
」

・
朝
食
を
子
ど
も
だ
け
で
食
べ
る

　
割
合
が
増
加
（
グ
ラ
フ
１
）

　
子
ど
も
だ
け
の
食
卓
に
は
会
話

が
少
な
く
、
好
き
嫌
い
や
マ
ナ
ー

等
し
つ
け
の
面
も
お
ろ
そ
か
に
な

り
ま
す
。

　
食
卓
は
心
と
体
を
育
て
る
大
切

な
場
所
。
み
ん
な
で
楽
し
く
食
卓

を
囲
み
た
い
で
す
ね
。

 

大
分
県
の
朝
食
状
況

　
平
成
17
年
度
の
小
中
学
生
の
状

況
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。（
児
童

生
徒
食
生
活
実
態
調
査
結
果
よ
り

抜
粋
）

　
朝
食
の
必
要
性
が
見
え
て
き
た

で
し
ょ
う
か
。

 

み
ん
な
で
進
め
よ
う『
食
育
』

　
市
役
所
内
で
も
食
育
推
進
連
絡

会
議
を
開
催
し
、
食
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
食
と
健
康
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
浮
き
彫
り
で
す
が
、
ま

ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め
、

『
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
、
朝

ト
イ
レ
』
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
育
の
大
切
さ
に
つ
い

て
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
竹
田

の
食
材
を
使
っ
た
季
節
の
レ
シ
ピ

も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
健
康
増
進
課

　
☎
63‒

４
８
１
０

朝食を子どもだけで食べる比率の推移
（グラフ1）
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今月の
食育レシピ

　竹田市の学校給食では、毎月「ふるさと献立」として、地元の食材を使った統一献立を
実施しています。第１回目は、その中から秋野菜たっぷりの『のっぺい汁』を紹介します。

のっぺい汁　全国的に食べられている郷土料理の一つで、もともとは野菜くず（皮やへた）を使い“も
ったいない”の心のもとに作られました。今では季節の野菜類をごま油で炒めて汁にし、とろみをつけて、
秋冬によく食べられます。

　〈材料〉４人分
里芋　　　　4個
人参　　　　1/2 本
大根　　　　4㎝（長さ）
油揚げ　　　1枚
こんにゃく　60 ｇ
いりこだし　3カップ　
薄口醤油　　大さじ１
塩　　　　　少々
みりん　　　小さじ１
片栗粉　　　大さじ１
ネギ　　　　少々

１．里芋は皮をむいて塩もみして洗い、　
　８㎜厚さに切る。人参、大根はイチョ
　ウ切り、油揚げとチクワは短冊に切る。
　こんにゃくは下ゆでしてさじでこさぐ。
２．いりこでだしを取り、材料を入れて
　火にかける。やわらかくなったら調味
　をし、水溶き片栗粉でとろみをつける。
３．つぎ分けて刻みネギを散らす。

 今月の食材　 里　芋
　秋の気配が感じられるようになってくると、店先に顔をのぞかせます。芋類の中では低カロ
リーで食物繊維が豊富。ぬめりの成分には脳細胞を活性化させたり、胃腸の調子を整え、滋養
強壮の効果も期待できます。ずっしりとして、皮に湿り気があるものを選びましょう。

　
今
月
は
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
は 

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
所
得
に

応
じ
て
、
利
用
者
負
担
合
計
額
に
、

世
帯
単
位
で
上
限
額
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
利
用
者
負

担
上
限
額
」
と
い
い
ま
す
。

　
１
か
月
間
に
支
払
っ
た
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
合
計
額
が
、

こ
の
「
利
用
者
負
担
上
限
額
」
を

超
え
た
場
合
、
超
え
た
額
が
申
請

に
よ
り
、「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
」
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

※
利
用
者
負
担
合
計
額
に
は
居
住

費
、
食
費
、
日
常
生
活
費
な
ど
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

 

利
用
者
負
担
上
限
額
に
つ
い
て

　
利
用
者
負
担
の
上
限
額
は
利
用

者
の
所
得
や
課
税
状
況
に
応
じ
て

異
な
り
ま
す
。

　
利
用
者
負
担
の
上
限
額
は
次
の

と
お
り
で
す
。

 
申
請
の
方
法

　
初
め
て
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
に
該
当
し
た
人
に
、
申
請

に
つ
い
て
の
案
内
文
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
同
封
の
申
請
書
に
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
文
書
は
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
支
給
対
象
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
月
（
該
当
月
）

の
３
か
月
後
の
上
旬
に
送
付
し
て

い
ま
す
。（
例
え
ば
、
対
象
月
が

４
月
の
場
合
７
月
上
旬
に
送
付
）

　
お
支
払
い
は
該
当
者
ご
本
人
、

ま
た
は
ご
家
族
の
方
の
口
座
へ
の

振
り
込
み
と
な
り
ま
す
。（
郵
便

局
は
不
可
）

 

初
回
申
請
後
の
取
扱
い

　
一
度
申
請
を
さ
れ
ま
す
と
、
そ

れ
以
後
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
自

動
的
に
口
座
振
込
み
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
申
請
手
続
き
は
不
要
と

な
り
ま
す
。

 

申
請
の
有
効
期
間

　
申
請
の
有
効
期
間
は
、
該
当
月

か
ら
２
年
間
で
す
。
２
年
を
超
え

た
分
の
申
請
は
無
効
と
な
る
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ 

　
保
険
課
介
護
保
険
係

　
☎
63‒

４
８
０
９

利用者負担段階区分 世帯の上限額 利用者負担上限額

①生活保護受給者の方 15,000 円 15,000 円

②老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の方 24,600 円 15,000 円

③世帯全員が住民税非課税で合計所得金額と課税年金
　収入額の合計が年額 80万円以下の方 24,600 円 15,000 円

④世帯全員が住民税非課税で上記③以外の方 24,600 円 24,600 円

⑤住民税課税の方 37,200 円 37,200 円
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みんなの
　　ひろば

ユニバーサルデザインシンボルマーク募集
　県民の皆さんが親しみやすく、すべての人にやさしいユニバー
サルデザインの趣旨を形にしたシンボルマークを募集します。

【応募資格】大分県在住の方（年齢、プロ・アマは問いません）。
【応募方法】
・未発表の作品に限ります。
・Ａ４サイズの用紙を使ってください。郵送のほか、メール、FD、
　CD-R での提出も可とします。
・応募点数に制限はありません。
・デザイン画の意味、理由等についても簡潔に記載してください。
・郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記載して
　ください。

【審査、入賞作品】
・大分県ユニバーサルデザイン・シンボルマーク選考委員会にお
　いて審査します。
・最優秀賞（１点）には、賞状と５万円分の商品券（高校生以下
　の場合は図書券）を、優秀賞（２点）には、 賞状と１万円分の
　商品券（高校生以下の場合は図書券）を贈呈します。

【諸権利等】
・入賞作品に関する一切の権利は大分県に帰属します。
・入賞作品は補作して使用する場合があります。
・応募作品は返却いたしません。
【応募締め切り】10 月 31 日㈬　必着
●お問い合せ・応募
　大分県福祉保健部地域福祉推進室地域福祉班
　〒 870-8501　大分市大手町 3-1-1
　☎ 097-506-2622　℻097-506-1732
　Ｅメール：a12030@pref.oita.lg.jp

 

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

 

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
賞

　

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
工

藤
雅
生
代
表
）
が
取
り
組
ん
で
き

た
献
血
活
動
に
対
し
、
厚
生
労
働

大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
約
40
年
間
で
、
献

血
者
数
は
３
千
人
を
越
え
、
組
織

を
あ
げ
て
地
域
ぐ
る
み
の
献
血
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内

各
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
ま

た
献
血
者
に
卵
の
配
布
を
行
う
な

ど
献
血
の
Ｐ
Ｒ
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
寄
贈

　

竹
田
市
消
防
団
指
導
員
の
都
築

員
守
さ
ん
（
竹
田
・
上
本
町
）
が
、

「
昨
年
５
月
に
不
慮
の
事
故
で
亡
く

な
っ
た
弟
の
供
養
に
な
れ
ば
。」
と
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
機
）

の
操
作
方
法
を
学
ぶ
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ

ー
ナ
ー
２
台
を
竹
田
市
消
防
本
部

に
贈
り
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー

は
、
消
防
本
部
が
行
う
救
命
講
習

会
等
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

感謝状を手にする工藤代表（左から 2人目）

ＡＥＤトレーナーを白井消防長に手渡す都築さん（左）

 

荒
巻
裕
選
手　

帰
竹

　

阪
神
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
た

第
89
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
に
大
分
県
代
表
と
し
て
出
場
し

た
楊
志
館
高
校
３
年
の
荒
巻
裕
選

手
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

荒
巻
選
手
は
、
竹
田
・
荒
巻
出

身
で
豊
岡
小
学
校
時
代
か
ら
野
球

を
始
め
、
竹
田
中
学
校
時
代
は
リ

ト
ル
リ
ー
グ
で
練
習
を
重
ね
、
楊

志
館
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

甲
子
園
で
は
捕
手
と
し
て
強
気

の
リ
ー
ド
で
エ
ー
ス
を
引
っ
張
り
、

初
戦
の
２
回
戦
高
知
高
校
戦
で
は

先
制
の
３
塁
打
を
放
つ
な
ど
、
楊

志
館
高
校
の
準
々
決
勝
進
出
の
原

動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

甲
子
園
の
感
想
を
「
楽
し
か
っ

た
。」
と
頼
も
し
く
語
っ
て
く
れ

た
荒
巻
選
手
。

　

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　

牧市長と握手する荒巻選手

mailto:a12030@pref.oita.lg.jp


図書館
から

10月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❽

19　2007年 10月発行

編

集

後

記

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
・湿地帯　　　　　　　　　　　　　  宮尾　登美子
・ビター・ブラッド　　　　　　　　 　 雫井　脩介
・パリをおいしく食べる法　　　　　　  塩田　ノア
・いつか陽のあたる場所で　　　　　　  乃南　アサ
・カシオペアの丘で（上・下）　　　　　　重松　清
・天国で逢えたら　　　　　　　　　　  飯島　夏樹
・わたしは誰の子？　　　　　  葉子・ハュス・綿貫

〔子どもの本〕
・ペンギンかんそくたい　　　　　　　　  斉藤　洋
・歩く　　　　　　　　　　　　  ルイス・サッカー
・おしりしりしり　 　　　　　　　　 長谷川　義史
・パスワード怪盗ダルジュロス伝　　　  松原　秀行
・若おかみは小学生 Part10　　　　　 令丈　ヒロ子

　　ほか、60冊ほど購入しました。

竹田市立図書館の休館
日 は、1日 ㈪・8日 ㈪・
15日㈪・22日㈪・
26日㈮・29日㈪
です。

　「おはなし広場」
日時　10月 10日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

野の花だより三六五日 ( 上・下 )」　
 文・池内　紀　画・外山康雄　技術評論社
　小さなエッセイを集めた大人のための草
花絵本です。とっても素敵な絵とエッセイ

をお楽しみく
ださい。秋の
七草を絵手紙
にしたためて
みませんか！

こどものとも０．１．２「いちじく　にんじん」
 大阪 YWCA　千里子ども図書室　案　ごんもり　なつこ　絵
　いちじく・にんじん・さんしょにし

いたけ…。声に出し
て楽しく、絵を見て
おいしい、野菜の数
えうた絵本です。ぜ
ひ、声に出して口ず
さんでください！

　
　

  「おはなしルーム」
日時　10月 10日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

竹田市の人口
（平成 19年 8月 31日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,805 人　 （－ 22人）
　男性　12,515 人　 （－ 13人）
　女性　14,290 人　 （－   9 人）
世帯数　10,695 世帯（－2世帯）

住民基本台帳登録人数

今月の新刊のご案内

全
日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
選
手
達

の
プ
レ
ー
は
凄
い
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー

の
投
げ
る
ボ
ー
ル
、
バ
ッ
タ
ー
の

ス
イ
ン
グ
や
放
つ
打
球
、
野
手
の

送
球
や
動
き
、
ど
れ
を
と
っ
て
も

速
さ
が
ケ
タ
違
い
。
さ
す
が
日

本
を
代
表
す
る
選
手
達
。
実
際
に

観
戦
さ
れ
た
方
は
、
驚
き
、
感
動

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
◇
写
真

撮
影
に
挑
ん
だ
私
で
す
が
、
腕
が

未
熟
な
の
に
加
え
、
動
き
が
速
す

ぎ
て
や
っ
ぱ
り
つ
い
て
い
け
ま
せ

ん
。（
汗
）
◇
来
年
の
国
体
に
は
、

選
手
達
の
多
く
が
各
都
道
府
県
の

代
表
と
し
て
再
び
竹
田
を
訪
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
見
逃
し

た
方
は
、
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。
私
も
そ
れ
ま
で
に

『ブックスタート』
日時　10月31日㈬　10:30 ～　場所　竹田市総合社会福祉センター

　
広
報
た
け
た
９
月
号
３
ペ
ー

ジ
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
中
で
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
対
外
式
除
細
動
機
）」
と
あ

り
ま
し
た
が
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
機
）」
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

は
腕
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
！
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
出
）



平成18年10月生まれ

平
成
19
年
11
月
に
１
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
！

N
o.31 　平

成
19
年
10
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  U
RL http://w

w
w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

郷土の植物

第31回

　

山
地
の
林り

ん
え
ん縁
の
傾
斜
地
に
生

育
す
る
高
さ
1
㍍
ほ
ど
の
多
年

草
で
す
。
上
部
で
は
た
ま
に
枝

分
か
れ
し
ま
す
。

　

互ご
せ
い生

で
柄え

の
あ
る
葉
は
広こ

う

披ひ

針し
ん
け
い形
で
ふ
ち
に
粗あ

ら

い
鋸き

ょ
し歯
が
あ

り
、
基
部
は
心し

ん
け
い形
に
な
っ
て
い

ま
す
。
上
部
の
葉
は
小
さ
く
な

り
ま
す
が
下
部
は
大
き
く
長
さ

が
10
㌢
、
幅
が
７
㌢
ほ
ど
あ
り

ま
す
。

　

秋
の
頃
、
花
は
上
部
に
円え

ん
す
い錐

花か
じ
ょ序

に
つ
き
、
基
部
は
せ
ま
く

先
が
広
く
な
っ
た
鐘し

ょ
う
け
い形

の
径
２

㌢
ほ
ど
の
淡
青
紫
色
の
花
を
垂た

れ
下
げ
て
咲
か
せ
ま
す
。

　

が
け
が
切
り
立
っ
た
所
を
岨そ

ば

と
い
い
、
山
の
け
わ
し
い
場
所

に
生
え
、
若
苗
を
食
用
に
す
る

こ
と
か
ら
岨そ

ば

菜な

の
名
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
葉
が
ソ
バ
に
似
て
い

る
の
で
蕎そ

ば

な
麦
菜
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
里
山
の
林
縁
の

や
や
湿
っ
た
土
手
や
く
じ
ゅ
う

山
系
山さ

ん
ろ
く麓

の
半
陰
地
で
観
察
さ

れ
ま
す
。

　

花
期
は
８
月
か
ら
９
月
で
す
。

阿孫　久見

ソバナ（キキョウ科）

広報たけた

10 も く じ

納
め
ま
し
ょ
う
！
医
療
費
を
支
え
る
保
険
税

竹
田
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
／
地
域
雇
用

創
造
推
進
事
業
が
採
択
／
建
設
業
等
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

ま
ち
の
話
題
／
秋
・
久
住
高
原
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
水
土
里
の
路
・
歩
き
た

く
な
る
道
５
０
０
選
入
田
大
会
・
敬
老
会
・
大
分
県
民
体
育
大
会

「残月」
古城に浮かぶ有明の月。
同じ月を見上げて、古
人は何を想ったのだろ
うか。岡城跡にて撮影。
（写真・デザイン／竹蔵）

※
先
月
号
に
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の

　

で
、
今
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

　

　　

　

　　

　

http://www.city.taketa.oita.jp
mailto:taketa@city.taketa.lg.jp
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

豊
後
の
文
人
画
家　

帆ほ

足あ
し
杏き

ょ
う
う雨を
中
心
に

　

10
月
５
日
㈮
〜
28
日
㈰

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

竹
田
高
校
１
１
０
周
年
記
念
協
賛

二
八
会
作
品
展

　

10
月
２
日
㈫
〜
14
日
㈰

　

竹
田
高
校
二
八
会
の
会
員
に
よ
る
作
品
（
絵

画
・
書
・
手
芸
等
）
と
、
二
八
会
会
員
の
現
在

の
姿
を
「
私
は
今
」
と
題
し
て
写
真
展
示
。

第
22
回
竹
田
市
美
術
展

　

10
月
16
日
㈫
〜
28
日
㈰

　

竹
田
市
に
在
住
す
る
美
術
を
愛
好
す
る
者
の

自
由
な
創
作
の
場
と
し
て
、
作
品
（
日
本
画
、

洋
画
、
版
画
、
工
芸
等
）
約
50
点
を
展
示
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
10
周
年
記
念
展

「
佐
藤
武
郎
作
品
展　
か
た
染
め
」

　

10
月
30
日
㈫
〜

　

水
琴
館
10
周
年
を
記
念
し
、
大
分
県
立
芸
術

文
化
短
期
大
学
名
誉
教
授
で
現
代
か
た
染
め
の

代
表
的
作
家
の
一
人
で
あ
る
竹
田
市
出
身
の
佐

藤
武
郎
氏
の
個
展
を
開
催
。

※
休
館
日
は
、月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

第
24
回　

竹
田
薪
能

日
時　

10
月
６
日
㈯　

16
時
30
分
〜

場
所　

三
日
月
岩
前
水
上
舞
台
（
竹
田
・
挟
田
）

※
雨
等
の
都
合
に
よ
り
、
会
場
を
竹
田
市
文
化

　

会
館
に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

入
場
券

　

前
売
り
自
由
席　

４
、０
０
０
円

　
（
当
日
５
、０
０
０
円
、高
校
生
ま
で
２
、０
０
０
円
）

　

指
定
席　

６
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

商
工
観
光
課　

☎
63‒

４
８
０
７

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　

☎
63‒

０
５
８
５

 
「
レ
ク
の
日
」
in
直
入

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
週
末
を
み
ん
な
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
６
日
㈯　

９
時
30
分
〜

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

内
容　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ガ
ラ
ッ
キ
ー
等

※
運
動
で
き
る
服
装
で
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

直
入
教
育
課　

☎
75‒

２
２
４
０

　

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

　

☎
62‒

２
２
９
８
（
阿
南
）

 

第
61
回
瀧
廉
太
郎
記
念

 

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
も
全
国
か
ら
各
県
を
代
表
す
る
若
き
音

楽
家
た
ち
が
、「
音
楽
の
ま
ち
・
竹
田
」に
集
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

開
会
式　

10
月
19
日
㈮　

19
時
〜

　
　
　

予
選　
　
　
　

20
日
㈯　

13
時
〜

　
　
　

本
選　
　
　
　

21
日
㈰　

12
時
〜

　
　
　

ウ
ィ
ー
ン
留
学
報
告
演
奏
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

　
　
　

表
彰
式
（
閉
会
式
）　　
　

15
時
〜

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ　

瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等

　

学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

　

☎
63‒

２
７
３
４
（
竹
田
市
文
化
会
館
）

 

第
２
回
ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ

 

第
28
回
荻
ふ
る
さ
と
祭
り

　

ト
マ
ト
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
や
ト
マ
ト
収
穫
体

験
、
ト
マ
ト
か
ご
レ
ー
ス
等
を
行
い
ま
す
。
生

産
農
家
が
手
塩
に
か
け
て
栽
培
し
た
最
高
の
ト

マ
ト
を
ぜ
ひ
味
わ
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
27
日
㈯　

９
時
〜
16
時

場
所　

荻
中
央
公
民
館
・
Ｊ
Ｒ
豊
後
荻
駅
前
通
り

●
お
問
い
合
せ　

ト
マ
ト
天
国
in
お
ぎ
・
荻
ふ

　

る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
68‒

２
２
０
９
（
荻
町
商
工
会
）

  

平
成
19
年
度
「
舞
台
芸
術
の
魅
力
発
見
事
業
」

 

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
公
演

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
雲
た
か
山
の
鬼
」

　
　

主
催　

文
化
庁
・
竹
田
市
・
実
行
委
員
会

　

市
民
と
プ
ロ
の
劇
団
員
が
つ
く
り
上
げ
る
感

動
の
ス
テ
ー
ジ
。

日
時　

10
月
28
日
㈰　

開
演　

15
時
〜

場
所　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

入
場
料　

大
人　

２
、０
０
０
円

　

小
人
（
中
学
生
以
下
）
１
、０
０
０
円

　

大
小
ペ
ア　

２
、５
０
０
円　

●
お
問
い
合
せ　

久
住
中
央
公
民
館

　

☎
76‒
０
７
１
７

南
画
の
里
文
人
書
画
展

　

没
後
百
年　

田た

の能
村む

ら

直ち
ょ
く
に
ゅ
う入

　

11
月
１
日
㈭
〜
25
日
㈰

　

没
後
百
年
と
な
る
田
能
村
直
入
の
作
品
と
足

跡
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
期

待
下
さ
い
。

※
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。
30
日
㈫
と
31
日
㈬

は
、
展
示
替
え
作
業
の
た
め
臨
時
休
館
い
た
し

ま
す
。
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催
　
し

第
７
回
中
九
州
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会

　
重
量
当
て
ク
イ
ズ
や
ス
ケ
ッ
チ
大
会
（
小
学

生
以
下
）
を
開
催
し
ま
す
（
豪
華
景
品
あ
り
）。

６
日
の
午
後
か
ら
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
展
示

さ
れ
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
販
売
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
　
９
時
〜

場
所
　
道
の
駅
波
野
「
神
楽
苑
」

　
　
　（
阿
蘇
市
波
野
大
字
小
池
野
１
６
０
２
）

●
お
問
い
合
せ

　
荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
☎
68‒

２
２
１
１

　
阿
蘇
市
農
政
課

　
☎
０
９
６
７‒

22‒

３
２
７
４

ト
ラ
ッ
ク
の
日

日
時
　
10
月
７
日
㈰
　
10
時
〜
16
時

場
所
　
九
石
ド
ー
ム
広
場
（
大
分
市
）

内
容
　
ト
ラ
ッ
ク
綱
引
き
大
会
、
ト
ラ
ッ
ク
ア

　
ー
ト
、
安
全
運
転
診
断
等
。

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
　
佐
藤

　
☎
０
９
７‒

５
５
８‒

６
３
１
１

チ
ャ
レ
ン
ジ

　ザ
　ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

自
分
の
体
力
年
齢
を
知
ろ
う
！

　「
体
育
の
日
」
に
、
あ
な
た
の
体
力
年
齢
を

測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
８
日
㈪

　
受
付

　
13
時
〜

場
所

　
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
　
10
月
５
日
㈮
ま
で

※
お
申
込
み
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
・
生
年
月

日
、
性
別
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
生
涯
学
習
課
　
☎
63‒

４
８
１
７

地
球
芸
術
文
化
祭
vol.
２

ブ
ル
ー
ノ
ー
ト
お
が
た

　
祖
母
・
傾
山
を
抱
く
緒
方
平
野
で
秋
の
味
覚

を
楽
し
み
な
が
ら
、
熱
い
ジ
ャ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
８
日
㈪
　
12
時
〜
21
時

場
所
　
俚
楽
の
郷
（
豊
後
大
野
市
緒
方
町
）

内
容
　
青
空
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ジ

　
ャ
ズ
き
く
Ｄ
Ａ
Ｙ
、
ス
ロ
ー
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
百
語
百
会
、
ジ
ャ
ズ
き
か
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
等
。

※
ジ
ャ
ズ
き
く
Ｄ
Ａ
Ｙ
、
ジ
ャ
ズ
き
か
Ｎ
Ｉ
Ｇ

Ｈ
Ｔ
は
、
入
場
料
３
、０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
ド
ラ
ム
カ
フ
ェ
（
俚
楽
の
郷
内
）

　
☎
０
９
０‒

１
１
９
０‒

９
７
２
１

　
キ
ッ
チ
ン
う
す
だ

　
☎
０
９
７
４‒

42‒

４
１
２
８

　
地
球
と
遊
ぼ
う
ハ
イ
ジ
の
丘
協
会

　
☎
０
９
７
４‒

63‒

０
６
４
１

  

Ｅ
メ
ー
ル w

akuw
aku_heidi@

yahoo.co.jp

大
分
県
立
盲
学
校

　学
校
公
開

　
大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
障
が
い
教
育

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

学
校
公
開
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
10
月
25
日
㈭

　
受
付

　
９
時
30
分
〜

※
お
問
い
合
せ
・
申
込
み
は
、
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
10
月
17
日
㈬
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。（
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
大
分
県
立
盲
学
校
教
育
支
援
部

　
☎
０
９
７‒

５
３
２‒

２
６
３
８

　
Ｅ
メ
ー
ル
　sm

as6071@
O
ITA

‐ed.jp

　 

　http://m
ou-s.oita-ed.jp/

い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ

　
都
市
緑
化
月
間
（
10
月
１
日
〜
31
日
）
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
い
き
い
き
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
27
日
㈯
　
９
時
〜
16
時

場
所
　
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
（
日
出
町
）

参
加
方
法
　
専
用
受
付
に
て
、
大
分
県
在
住
の

証
明
書
（
免
許
証
や
保
険
証
）
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。何
名
様
で
も
無
料
で
入
園
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
県
公
園
・
生
活
排
水
課

　
☎
０
９
７‒

５
０
６‒

４
６
６
４

  

講
　
演

新
竹
田
市
立
図
書
館
を
考
え
る
会

　特
別
講
座

わ
た
し
の
町

　心
を
つ
な
ぐ
図
書
館
づ
く
り
…

　
新
竹
田
市
立
図
書
館
を
考
え
る
会
は
、「
市

民
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
新
し
い

図
書
館
を
作
ろ
う
！
」
を
目
標
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
会
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
図
書
館
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
才
津

原
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
６
日
㈯

　
10
時
30
分
〜
12
時

場
所
　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
　
才
津
原
　
哲
弘
さ
ん

※
託
児
所
を
設
け
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
新
竹
田
市
立
図
書
館
を
考
え
る
会

　
☎
０
９
０‒

７
４
４
２‒

１
５
６
９
（
麻
生
）

　
☎
０
９
０‒

３
７
３
２‒

０
７
９
０
（
堀
）

防
災
講
演
会

迫
り
来
る
大
地
震
、そ
の
と
き
に
備
え
る
！

〜
誰
に
で
も
わ
か
る
３
つ
の
原
則
〜

　
大
分
県
建
築
物
総
合
防
災
推
進
協
議
会
で

は
、
一
般
個
人
の
方
を
対
象
に
、
防
災
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
古
い
木
造
戸
建
て
住
宅
の
地

震
対
策
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
16
日
㈫
　
受
付
12
時
30
分
〜

場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

　
　
　（
大
分
市
府
内
町
１‒

５‒

38
）

講
師
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授

　
　
　
福
和
　
伸
夫
　
先
生

定
員
　
３
０
０
名

参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
総
務
課
消
防
交
通
係
　
☎
63‒

４
８
０
０

　
大
分
県
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
班

　
☎
０
９
７‒

５
０
６‒

４
６
７
９

  

講
　
座

生
き
る
た
め
の
哲
学
入
門

　
秋
の
夜
長
は
、竹
田
創
生
館
の
哲
学
講
座「
生

き
る
た
め
の
哲
学
入
門
」へ
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

　
講
師
の
先
生
の
巧
み
な
お
話
で
、
楽
し
く
わ

10
月
の
お
し
ら
せ

10
月
の
お
し
ら
せ

mailto:wakuwaku_heidi@yahoo.co.jp
mailto:smas6071@OITA-ed.jp
http://mou-s.oita-ed.jp/
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か
り
や
す
く
哲
学
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程

　
10
月
11
日
・
18
日
・
25
日

　（
毎
週
木
曜
日
）
19
時
〜
20
時
30
分

場
所
　
竹
田
創
生
館

受
講
料
　
１
、０
０
０
円（
３
日
間
、資
料
代
含
む
）

講
師
　
茅
野
良
男
さ
ん

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
大
正
14
年
１
月
19
日
生
ま
れ
。
旧
制
竹
田
小
学
校
、

竹
田
中
学
校
、
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
を
経
て
昭
和

24
年
３
月
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
。
北
海
道

大
学
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
大
阪
大
学
教
授
を
経
て

大
阪
国
際
大
学
教
授
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
を
歴
任
。

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
14
年
春
の
叙
勲
で
県

内
最
高
位
の
「
勲
二
等
瑞
宝
章
」
受
章
。

　
平
成
15
年
７
月
、
神
戸
か
ら
郷
里
の
竹
田
に
帰
郷
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
竹
田
創
生
館
　
☎
62‒

４
１
０
０

豊
肥
地
域
労
働
講
座

　
大
分
県
お
よ
び
大
分
労
働
局
共
催
で
、
女
性

労
働
問
題
等
に
焦
点
を
当
て
、
大
分
労
働
局
雇

用
均
等
室
お
よ
び
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
大
分
事

務
所
か
ら
講
師
を
招
き
、
改
正
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
・
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
等
に
関

す
る
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
26
日
㈮
　
13
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎
３
階
大
会
議
室

対
象
者
　
使
用
者
、
人
事
労
務
担
当
者
、
労
働

　
者
、
労
働
組
合
員
、
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る

　
方
（
募
集
人
員
は
約
50
名
程
度
）

受
講
料
　
無
料

申
込
期
限

　
10
月
19
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
大
分
県
商
工
労
働

　
部
労
政
福
祉
課
労
働
相
談･

啓
発
班

　
☎
０
９
７‒

５
０
６‒

３
３
５
２

　
℻
０
９
７‒

５
０
６‒

１
８
２
７

古
文
書
実
践
講
座

　
自
宅
に
伝
わ
る
古
文
書
や
倉
の
中
か
ら
出
て

き
た
文
書
に
つ
い
て
、
ど
う
扱
っ
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
方
や
、
何
を
書
い
て
い
る
の
か

読
ん
で
み
た
い
方
を
対
象
に
、
古
文
書
解
読
を

学
ぶ
古
文
書
実
践
講
座
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

講
師
は
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
研
究
員
で
す
。

　
お
互
い
に
学
び
な
が
ら
文
書
を
読
み
す
す
め

る
講
座
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

場
所
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

定
員
　
20
名
（
先
着
順
）

受
講
料
　
無
料

日
程
　
11
月
24
日
㈯
、
12
月
１
日
㈯
、
９
日
㈰
、

　
15
日
㈯
、
22
日
㈯
の
全
５
回
開
催
し
ま
す
。

　
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
開
講
、
17 
時
終

　
了
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
歴
史
資
料
館
　
☎
63‒

１
９
２
３

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
　
☎
63‒

２
２
０
０

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、自
分
を
確
か
め
る
！

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
大
自
然
の
息
吹
の

中
、
自
分
を
、
存
在
を
、
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰

場
所
　
陽
目
の
里
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

対
象
者
　
青
少
年
（
中
学
生
等
）、
保
護
者
、
教

　
育
担
当
者

講
師
　
佐
世
　
省
吾
さ
ん
（
日
本
カ
ウ
ン
セ
リ

　
ン
グ
セ
ン
タ
ー
評
議
員
）

参
加
費
　
８
、０
０
０
円
（
食
事
代
等
）

申
込
期
限
　
10
月
28
日
㈰
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
☎
・
℻
０
９
７
８‒

32‒

３
７
１
２

  

年
　
金

国
民
年
金
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
ま
で
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額

さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
老
齢
基
礎
年

金
や
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
郵
便
局
・
金
融
機
関

の
窓
口
の
ほ
か
に
、
口
座
振
替
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
付
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

環
境
衛
生

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
に
ご
協
力
を
！

　
　
　
　
　
　
　

―
10
月
は
強
化
月
間
で
す
―

　
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
（
レ
ジ
袋
削
減
）
は
、
ご

み
減
量
や
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
身
近
な

環
境
保
全
活
動
と
し
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
日
常
の
買
物
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す

る
と
、
エ
コ
マ
ネ
ー
「
め
じ
ろ
ん
」
ス
タ
ン
プ

が
も
ら
え
ま
す
。
す
て
き
な
め
じ
ろ
ん
グ
ッ
ズ

と
交
換
で
き
る
お
店
も
あ
り
ま
す
。
不
要
な
レ

ジ
袋
や
手
提
げ
袋
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
一
人
ひ

と
り
が
ご
み
を
出
さ
な
い
買
物
を
す
れ
ば
、
環

境
に
や
さ
し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
マ
イ
バ
ッ
グ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

●
お
問
い
合
せ

　
環
境
衛
生
課

　
☎
63‒

４
８
２
１

　
紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

　
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

　
各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



1 ㈪ ・固定資産税（3期）、国民健康保険税（3期）、介護保険料（3期）納期限　・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日
・土地の日　・法の日　・「法の日」週間（～ 7日）　・全国労働衛生週間（～ 7日）

2 ㈫ ・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

3 ㈬
4 ㈭ ・障がい児巡回就学相談 10:00 ～ 16:00（豊後大野市中央公民館〔豊後大野市〕）　

・竹田温泉「花水月」休館日　・都市景観の日

5 ㈮ ・荻愛育班ジャンボかぼちゃ大会および愛育班交流会 10:30 ～（荻福祉健康エリア）
・第 3回竹田市交通安全市民大会 14:00 ～（久住中央公民館）

6 ㈯ ・「レクの日」in 直入 9:30 ～ 11:30（Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館）　・大分県土地家屋調査士会無料相談・大分県司法書士無料法律相談 10:00 ～ 15:00（竹田市公民館竹田分館）　・講演「わたしの町　心をつなぐ図書館づくり…」10:30 ～ 12:00（竹田市総合社
会福祉センター）　・第 24回竹田薪能 16:30 ～ 19:30（挟田　三日月岩前稲葉川水上舞台）　・第 7回中九州ジャンボかぼちゃ大会 9:00 ～（道の駅「波野」〔阿蘇市〕）（～ 7日）　・第 68回大分県畜産共進会（肉牛の部）10:00 ～（大分県畜産公社〔豊後大野市〕）

7 ㈰ ・第 50回荻地域体育祭 9:00 ～（荻小学校運動場）　・第 16回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪直入少年剣道大会および第 44回直入町少年剣道大会 9:00 ～（Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館）・竹田混声
合唱団　市民との交流会 14:00 ～（但馬屋「アラヤサーラ」）・第 2回ドライブインシアター inTAKETA　開場 12:00 　上映 18:00（竹田市総合運動公園）　・第 18回豊の国ねんりんピック〔大分市〕

8 ㈪ ・第 5回久住地域さわやかスポーツ大会 9:00 ～（久住総合運動公園）　・チャレンジ　ザ　スポーツデー　自分の体力年齢を知ろう！ 13:00 ～（竹
田市体育センター）・地球芸術文化祭 vol.2 ブルーノートおがた 12:00 ～ 21:00（俚楽の郷〔豊後大野市〕）　　・体育の日　・木の日

9 ㈫ ・竹田市歩こう会「千引方面散策」9:00 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）

10㈬ ・竹田市老人クラブ連合会スポーツ大会 9:00 ～ 14:00（竹田市総合運動公園多目的グラウンド）
・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）　・おはなしルーム 13:20 ～（竹田幼稚園）　・目の愛護デー

11㈭ ・高齢者大学 8:30 ～（竹田市文化会館）　
・竹田温泉「花水月」休館日　・全国地域安全運動（～ 20日）　

12㈮ ・第 12回ふるさと再発見ツアー「天領日田を訪ね田能村竹田の思いにふれる旅」7:50 竹田市観光協会前集合　・おも城サイトミュージアム 13:00
～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課　☎ 63-4818　・ヒューライツフォーラム 2007　大分県人権教育研究大会（竹田市文化会館）（～ 13日）

13㈯ ・岡城跡清掃ボランティア 9:00 ～ 11:30（岡城駐車場）　・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）
・久住の自然に感謝する日

14㈰ ・竹田高校創立 110 周年記念豊肥少年剣道大会 9:00 ～（竹田高校体育館）・佐伯市上浦交流稲刈り 10:00 ～（荻町西福寺）　
・第 1回ツール・ド・湯平サイクリング大会　受付 9:00（湯平小学校グラウンド〔由布市〕）・鉄道の日

15㈪ ・秋の行政相談週間（～ 21日）
・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）

竹田市のこよみ10月
2007年

秋の苗木無料配布
10 月４日㈭　荻 地 域　9:00 ～   9:30（荻中央公民館）
　　　　　　   久住地域　9:00 ～   9:30（白丹公民館）
　　　　　　　　　　　10:00 ～ 10:30（久住中央公民館） 
　　　　　　　　　　　11:00 ～ 11:30（都野公民館）
　　　　　　  直入地域　9:00 ～   9:30（直入総合支所前広場）
10月５日㈮　竹田地域　9:00 ～   9:30（竹田市役所前広場）
　　　　　　　　　　　13:30 ～ 14:00（　　　 〃 　　　）



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈫ ・県病健康教室「骨粗鬆症で寝たきりにならない為に」13:00 ～ 14:00（大分県立病院３階講堂〔大分市〕）
・シンポジウム「竹田の自然と街並みの共生」18:30 ～（竹田商工会議所）

17㈬ ・行政相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）・人権学習学級 15:00 ～ 17:00（竹田市
役所 3階会議室）　・第 68回大分県畜産共進会（乳用牛の部）10:00 ～（みどりの王国〔大分市〕）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・薬と健康の週間（～ 23日）

18㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）
・竹田温泉「花水月」休館日・統計の日

19㈮ ・成牛市場 9:30 ～（豊後豊肥家畜市場）・第 61回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール開会式 18:30 ～（竹田市文化会館）　
・森林整備シンポジウム 2007 in おおいた 13:00 ～ 17:00（ビーコンプラザ〔別府市〕）・食育の日

20㈯ ・第 22回 Jr. クロスカントリー大会 9:00 ～（南登山口「日本一のマラソン練習コース」）　・親子げんきくらぶ 10:00 ～ 11:30（B&G直入海洋センター体育館）・第 61回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール（予選）13:00 ～（竹田市文化会館）　・第 68回大分県畜産共進会（肉用牛の部）8:45 ～（別府公園〔別府市〕）　・第 31回農業祭（別府公園〔別府市〕）（～ 21日）

21㈰ ・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「秋の黒岳」7:00 竹田市役所集合（※ 2）　・第 61回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール（本選）
12:00 ～（竹田市文化会館）・家庭の日

22㈪ ・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

23㈫ ・子牛市場 9:30 ～（豊後豊肥家畜市場）（～ 24日）

24㈬ ・竹田地区市政懇談会 13:30 ～ 16:00（竹田市公民館竹田分館）
・竹田保健所精神保健福祉相談 14:00 ～ 16:00（竹田保健所）

25㈭ ・身体障がい者巡回相談会 9:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）　
・竹田温泉「花水月」休館日

26㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課　☎ 63-4818　
・原子力の日

27㈯ ・第2回トマト天国 inおぎ・第28回荻ふるさと祭り9:00～16:00（荻中央公民館・JR豊後荻駅前通り）　・童謡と絵本の会10:00～11:30（佐藤義美記念館「こ
のこのおうち」）・九電創立 50周年記念「九州ふるさとの森づくり」10:00 ～（直入総合支所）・第 26回水産振興祭（亀川漁港〔別府市〕）（～ 28日）

28㈰ ・全日本リトル野球協会リトルリーグ九州連盟秋季野球大会 9:00 ～（直入総合運動公園ほか）・第 3回竹田市民親睦チャリティーゴルフ大会 8:00 ～（久住高原ゴルフ倶楽部）　・竹田市歩こう会「騎牟礼城」ＪＲ豊後竹田駅前集合（※ 1）
・劇団ふるさときゃらばん公演ミュージカル「雲たか山の鬼」15:00 ～（久住中央公民館「くじゅうサンホール」）　・竹田市ひまわり号出発式 7:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）・騎牟礼城址公園祭り 10:00 ～（騎牟礼城址公園）

29㈪ ・荻の里温泉休館日・陽目の里名水茶屋休業日

30㈫ ・久住地域市政懇談会 19:00 ～（久住中央公民館）
・市民ギャラリー水琴館 10周年記念展「佐藤武郎作品展　かた染め」（市民ギャラリー水琴館）（～ 11月 11日）

31㈬ ・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）
・市県民税（3期）、国民健康保険税（4期）、介護保険料（4期）納期限

月　間
その他

・11月1日 第 59 回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭　・11月1日～3日 田能村竹田没後 173 年祭　・11月1日～ 25日 南画の里文人書画展「没後百年　田能村直入」　・情報化月
間 ・土地月間 ・食生活改善普及月間　・緑の募金（～ 31日）　・共同募金運動（～ 12月 31日）・久住高原キャンペーン（～ 11月 25日）・荻・祖母山麓キャンペーン（～ 11月 30日）

※ 10 月末まで整備のため久住
　総合運動公園野球コートは使
　用できません。
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保
健
衛
生

県
病
健
康
教
室

　

大
分
県
立
病
院
で
は
、
10
月
か
ら
平
成
20
年

１
月
に
か
け
て
、
看
護
を
テ
ー
マ
に
毎
月
第
３

火
曜
日
に
県
病
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
16
日
㈫　

13
時
〜
14
時

演
題　

骨
粗
鬆
症
で
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
為
に

講
師　

看
護
部
看
護
副
師
長　

山
口　

真
由
美

場
所　

大
分
県
立
病
院　

３
階　

講
堂

受
講
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
立
病
院
総
務
課
総
務

　

班　

☎
０
９
７‒

５
４
６‒

７
１
１
８

竹
田
保
健
所　
精
神
保
健
福
祉
相
談

　

竹
田
保
健
所
で
は
、
精
神
疾
患
の
早
期
発
見

と
早
期
治
療
の
た
め
、
ひ
き
こ
も
り
、
老
人
性

認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等
心
の
健
康
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
方
や
そ
の
ご
家
族
を
対
象

に
精
神
保
健
福
祉
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
24
日
㈬　

14
時
〜
16
時

内
容　

専
門
医
師
の
精
神
保
健
福
祉
相
談

場
所　

竹
田
保
健
所

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所
地
域
保
健
課

　

☎
63‒

２
１
８
７

  

福　

祉

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
等
級

の
変
更
を
受
け
よ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
方
お
よ

び
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
を
受
け
よ

う
と
思
わ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
無
料
の
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈭　

受
付　

９
時
〜
11
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

身
体
障
害
者
手
帳
の
医
学
的
診
断
（
肢

　

体
、
聴
覚
）
や
補
装
具
（
義
肢
、
装
具
、
補

　

聴
器
、
車
い
す
、
電
動
車
い
す
）
の
判
定

※
診
断
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
電
動
車
い
す
の
判
定
に
は
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係　

☎
63‒

４
８
１
１

  

相　

談

障
が
い
児
巡
回
就
学
相
談

　

大
分
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
20
年
度
就

学
予
定
の
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
、

就
学
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日
㈭　

10
時
〜
16
時

場
所　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

内
容　

就
学
や
保
育
・
教
育
に
関
す
る
こ
と
、

　

障
が
い
の
あ
る
幼
児
の
指
導
や
接
し
方
等

相
談
員　

医
師
、
大
学
教
授
、
施
設
関
係
者
等

※
個
別
に
相
談
・
指
導
を
行
い
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
申
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
担

当
者
か
ら
別
途
連
絡
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

学
校
教
育
指
導
室　

☎
63‒

４
８
１
６

土
地
・
建
物
の
表
示
登
記　
無
料
相
談

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
土
地
・

建
物
の
表
示
登
記
や
土
地
境
界
の
調
査
・
測
量
、

土
地
筆
界
の
問
題
等
に
つ
い
て
、
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
６
日
㈯　

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
公
民
館　

竹
田
分
館

相
談
員　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

７
７
０
９

　

大
分
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
竹
田
支
部

　

☎
63‒

１
０
７
５

全
国
一
斉
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

　

登
記
や
供
託
、訴
訟
手
続
等
で
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
６
日
㈯　

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
公
民
館　

竹
田
分
館

相
談
員　

大
分
県
司
法
書
士
会
会
員

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

７
５
７
９

悩
ま
ず　
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

　

労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
の
労
働
問
題
に
係

る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
大
分
県
労
働
委
員
会

が
公
正
・
中
立
な
立
場
で
相
談
を
受
け
、
無
料

で
迅
速
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

日
時　

10
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮　

９
時
〜
20
時

　
（
来
所
の
場
合
は
17
時
ま
で
）

相
談
方
法

・
来
所　

労
働
委
員
会
（
県
庁
舎
７
階
）

・
電
話　

０
９
７‒

５
３
６‒

３
６
５
０

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
７‒

５
０
６‒

１
７
８
８

・
Ｅ
メ
ー
ル　

a23100@
pref.oita.lg.jp

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

５
２
４
１

  

試　

験

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

大
分
県
職
員
採
用
試
験

選
考
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
者
数

mailto:a23100@pref.oita.lg.jp
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一
般
事
務 

１
名
、
警
察
事
務 

３
名

受
験
資
格

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
に

　

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人

第
１
次
選
考　

11
月
４
日
㈰

受
付
期
間　

10
月
17
日
㈬
ま
で

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
人
事
委
員
会

　

事
務
局
公
務
員
課
試
験
・
審
査
班

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

５
２
１
２

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

職
員
採
用
試
験

日
時　

11
月
11
日
㈰　

13
時
〜
16
時

場
所　

大
分
文
化
会
館
３
階
第
２
小
ホ
ー
ル

資
格　

４
年
制
大
学
・
短
期
大
学
お
よ
び
高
等

　

学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者
で
、
昭

　

和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

提
出
書
類　

履
歴
書
（
６
か
月
以
内
に
撮
影
し

　

た
写
真
貼
付
）、
最
終
学
校
卒
業
証
明
書
ま

　

た
は
卒
業
見
込
証
明
書
、
学
校
長
の
証
明
す

　

る
成
績
証
明
書

受
付
期
間　

10
月
16
日
㈫
ま
で　

※
郵
送
に
つ
い
て
は
、
当
日
消
印
有
効

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
務
課

　

〒
８
７
０‒

０
０
２
２

　

大
分
市
大
手
町
２‒

３‒

12

　

☎
０
９
７‒

５
３
４‒

８
４
７
０

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒

８
６
５
０

  

募　

集

第
22
回
竹
田
市
美
術
展　
出
展
作
品
募
集

　

竹
田
市
美
術
展
は
、
美
術
を
愛
好
す
る
者
の

自
由
な
創
作
の
発
表
の
場
で
あ
り
、
こ
の
活
動

を
通
し
て
会
員
相
互
の
研
鑚
と
地
域
文
化
の
向

上
、
発
展
を
図
る
も
の
で
す
。

会
期　

10
月
16
日
㈫
〜
28
日
㈰

会
場　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
水
琴
館
」

応
募
資
格　

竹
田
市
在
住
で
高
校
生
以
上
の
方

出
品
点
数　

一
人
一
点
（
無
審
査
）

種
類　

日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
工
芸
、
彫
刻

規
格　

作
品
の
大
き
さ
は
自
由
。
作
品
は
額
装

　

す
る
こ
と
。

出
品
料　

一
般　
１
、０
０
０
円　

学
生　
無
料

搬
入
日　

10
月
15
日
㈪　

13
時
〜
14
時

搬
出
日　

10
月
28
日
㈰　

16
時
〜
17
時

●
お
問
い
合
せ

　

第
22
回
竹
田
市
美
術
展
運
営
委
員
会
事
務
局

　

☎
62‒
２
４
１
６
（
川
野
）

中
学
生
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
搭
乗

　

市
内
の
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
し
た
、
グ

ラ
イ
ダ
ー
体
験
搭
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
込

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

　
　
　

８
時
〜
12
時　

※
ど
ち
ら
か
一
日

場
所　

久
住
滑
空
場

募
集
人
員　

20
名
（
10
日
・
11
日
各
10
名
）

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

10
月
25
日
㈭

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

久
住
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

☎
76‒

１
１
１
２

第
３
回
歳
末
助
け
合
い

チ
ャ
リ
ティ
ー
シ
ョ
ー　
出
演
者
募
集

開
催
日
時　

12
月
１
日
㈯　

昼
の
部　

11
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
の
部　

16
時
〜

開
催
場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
演
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
市
内
に
勤
務
す
る
人
で
構
成
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
と
し
、危
険
を
伴
う
内
容
、

公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

　

団
体
出
演
は
一
団
体
一
種
目
。
舞
踊
に
つ
い

て
は
一
会
派
一
種
目
と
し
、
指
導
免
許
を
有
す

る
人
が
必
ず
出
演
す
る
こ
と
。

出
演
時
間　

舞
踊
５
分
以
内
、寸
劇
20
分
以
内
、

　

そ
の
他
は
10
分
以
内

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈬

※
出
演
者
の
出
演
料
、
交
通
費
、
出
演
に
必
要

な
諸
経
費
お
よ
び
物
品
な
ど
は
、
全
て
出
演
者

側
の
負
担
と
し
ま
す
。

　

申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
調
整
を
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
63‒

１
５
４
４

　

荻
支
所　
　

☎
68‒

３
０
５
０

　

久
住
支
所　

☎
64‒

３
８
２
３

　

直
入
支
所　

☎
75‒

２
２
１
６

直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
団
地　
入
居
者
募
集

規
模　

木
造
平
屋
建　

延
べ
面
積
74
・
７
㎡　

　
　
　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
和
室
１
・
洋
室
２
）

募
集
戸
数　

４
戸

募
集
期
間　

12
月
10
日
㈪
ま
で

抽
選
日　

12
月
中
旬

●
お
問
い
合
せ　

　

建
設
課
庶
務
係　

☎
63‒

４
８
０
８

  
土　

地

10
月
１
日
は
土
地
の
日
、10
月
は
土
地
月
間

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
な
う
場
合

に
は
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必

要
で
す
。

届
出
者　

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
等
）

届
出
が
必
要
な
土
地

　

市
街
化
区
域
内　
　

２
、０
０
０
㎡
以
上

　

市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内
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５
、０
０
０
㎡
以
上

　

そ
の
他
の
区
域　

１
０
、０
０
０
㎡
以
上

届
出
が
必
要
な
取
引　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲

　

渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
、
共
有
持
分
の

　

譲
渡
、
地
上
権
・
貸
借
権
の
設
定
・
譲
渡
、

　

予
約
完
結
権
、
買
戻
権
等
の
譲
渡

届
出
書
類　

届
出
書
、
契
約
書
の
写
し
、
位
置

　

図
、
付
近
案
内
図
、
形
状
図
（
字
図
）

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
63‒

４
８
０
１

  

労　

働

被
保
険
者
期
間
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

10
月
１
日
以
降
の
離
職
か
ら
失
業
保
険
を
受

給
す
る
た
め
の
要
件
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
最
低

12
月
以
上
（
各
月
の
勤
務
日
数
が
11
日
以
上
）

の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
は
、

６
月
以
上
（
各
月
の
勤
務
日
数
が
11
日
以
上
）

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
育
児
休
業
給
付
、
教
育
訓
練
給
付

に
つ
い
て
も
、給
付
率
等
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

８
９
０
９

58
歳
か
ら
67
歳
ま
で
の
方
の

警
備
関
連
技
能
講
習
会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
豊
後
大
野

市
・
竹
田
市
在
住
の
、
健
康
で
就
職
意
欲
の
あ

る
高
年
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
警
備
関
連
技
能

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
期
間　

11
月
12
日
㈪
〜
27
日
㈫

実
施
場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
・
豊
後
大
野

　

市
中
央
公
民
館（
豊
後
大
野
市
三
重
町
内
田
）

対
象
者　

11
月
12
日
㈪
現
在
、
58
歳
以
上
67
歳

　

ま
で
の
方
で
、
全
日
程
受
講
で
き
、
終
了
後
、

　

警
備
関
連
業
務
に
就
職
（
業
）
可
能
な
方
。

定
員　

30
名

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　

ー
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
に
備
え
て
あ
る
受

　

講
申
込
書
を
当
連
合
会
ま
た
は
最
寄
り
の
シ

　

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
送
付
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
２
日
㈫
〜
11
月
６
日
㈫

●
お
問
い
合
せ

　

㈳
大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

☎
０
９
７‒

５
４
０‒

６
３
１
３

　

㈳
豊
肥
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

７
８
７
７

  
求　

人

◇
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１
人
22
〜
45
才
20
〜

22
・
５
万
（
竹
）
◇
配
送
員
１
人
18
〜
40
才
18

〜
23
万
（
竹
）
◇
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
１
人
18

〜
40
才
12
・
１
万
（
竹
）
◇
営
業
（
保
険
）
２

人
20
〜
59
才
15
〜
25
万
（
竹
）
◇
正
・
準
看
護

師
２
人
年
齢
不
問
15
・
８
〜
17
・
６
万
（
直
）

◇
美
術
館
受
付
・
販
売
１
人
20
〜
50
才
12
〜

17
万
（
久
）
◇
一
般
事
務
１
人
20
〜
40
才
12
・

１
万
（
竹
）
◇
作
業
員
１
人
20
〜
50
才
13
・
５

〜
17
・
５
万
（
久
）
◇
厨
房
係
２
人
50
才
以
下

14
〜
20
万
（
直
）
◇
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
人

45
才
以
下
17
・
１
〜
26
・
１
万
（
久
）
◇
正
・

準
看
護
師
１
人
45
才
以
下
18
・
２
〜
26
・
７
万

（
竹
）
◇
介
護
職
員
１
人
年
齢
不
問
13
・
８
万

（
久
）◇
フ
ロ
ン
ト
受
付
２
人
35
才
以
下
12
・

５
万（
久
）◇
配
達
・
営
業
１
人
18
〜
40
才
13
・

３
〜
17
万
（
荻
）
◇
自
動
車
整
備
員
１
人
20
〜

30
才
13
〜
18
万
（
竹
）
◇
調
理
師
１
人
20
〜
45

才
20
万
（
竹
）
◇
店
舗
ス
タ
ッ
フ
１
人
18
〜
30

才
12
〜
15
万
（
竹
）
◇
接
客
係
１
人
30
〜
60
才

11
〜
13
・
２
万
（
竹
）
◇
フ
ロ
ン
ト
１
人
20
〜

40
才
13
・
５
万
（
竹
）
◇
電
線
加
工
・
組
立
３
人

年
齢
不
問
13
・
４
万
（
竹
）
◇
瓦
葺
作
業
員
１

人
年
齢
不
問
15
・
１
〜
20
万
（
竹
）
◇
携
帯
シ

ョ
ッ
プ
受
付
１
人
年
齢
不
問
16
万
（
竹
）
◇
工
務

技
術
者
１
人
年
齢
不
問
20
〜
30
万
（
竹
）
◇
土

木
作
業
員
３
人
年
齢
不
問
12
〜
16
・
８
万
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒

１
１
０
１

 

竹
田
温
泉　
花
水
月

自
噴
で
源
泉
１
０
０
％
の
天
然
温
泉
！

「
塩
化
物
泉
」は
血
液
を
き
れ
い
に

　

温
泉
の
最
た
る
効
果
は
「
温
熱
作
用
」
で
す
。

体
が
温
め
ら
れ
る
こ
と
で
血
管
が
拡
張
し
、
血

行
が
良
く
な
り
ま
す
。
血
行
が
良
く
な
れ
ば
、

血
液
中
の
酸
素
や
栄
養
素
が
増
加
し
、
乳
酸
や

二
酸
化
炭
素
、
老
廃
物
な
ど
の
排
出
が
促
進
さ

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
体
の

中
が
浄
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

な
か
で
も
、
花
水
月
の
泉
質
で
あ
る
「
ナ
ト

リ
ウ
ム
塩
化
物
泉
」
は
、
皮
膚
表
面
に
膜
を
作

る
た
め
、
保
温
効
果
が
長
時
間
持
続
し
、
血
液

の
循
環
を
活
発
に
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
の
効
能
に
、神
経
痛
、リ
ウ
マ
チ
、腰
痛
、

う
ち
み
、胃
腸
、胃
酸
過
多
、切
り
傷
、や
け
ど
、

慢
性
皮
膚
炎
、
慢
性
婦
人
病
、
冷
え
性
、
疲
労

回
復
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

　

☎
64‒

１
１
２
６
（
イ
イ
フ
ロ
）




